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言者も， 3‘' 中メ 3• 心I(T文）知羞用 I I Tこ喝令q白金族元令） q想が‘豆放術化ガ
‘，▼マ諄スベクト IV紅直 Iミつい？は取 1: 郷、そし 1^`•い） 近『一般的ド利 1町□も~ 1J' 
っ l :旦専1糧謬l: NA1(T£) 知器セ凶戟l ？ダ忍京ド対し 3 わ易？喝ぃ介角fりい
埓t, 9 < 4 危守，つ非令雑l卯崎走童ヵゞ‘了月i tな，？いる。化字的 I~技元ず、 1月五q
走董 □専輝疇二、①ぃ 3 二とは手「か肩利？｀、あ~.本研究？‘｀ I J:匂金族紅元ず，
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直）検炭蓉によi走童 I去し。比較 1 i戸‘~ 1 こ．

万次 試砕 1t. k 匂金族元素＾ 1 ~ 500 /-'い＊渫戎セ＼て口訳 (2 汎rp) 1: シ灸み込ませ
7 詞製し， JRR-3 （ゼ、中ヽ＼‘幻~束か 1013"')心 sec) の気巳管}, 20 分呵懸、身寸しJ:o,ち 6 CC 
(re (Li)羊凍條族共界＼：： N D 乱 Io 24 今ャンネ vl皮宵令祈器 L 連結I., 1 吐射直後 L
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6 keT ?’｀み-, 1こ．次 I~ 各も全族元ボ＂年‘生！述べ＇る．
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?̀ 11 偲 4 匂金族応f，がら 4 姑名f支 l1 もく，一般 I: Ji I:.字今雑が＇要槃され 3 応f,で＇
Pi., T 、ーが｀令（ Li)検幻器）~ 7-• IT. 88 ¥{eV'! lfJい 7 1炉匂金族元念力｀夕手｝夕雑？、走量，

するこ℃令｀ ？，、き'?i.

<2) 匂金 走量には＇団A.-...9 A q)58 KeV ｝荊 I‘5 qヵゞょい。 N心（TQ)検瓜

器i←·は /V テニウヘ，才又ミウl-\'-1リジ 9 へがらq史霞ワーク尺ょリ妨各 1 愛
け、一般1:)ヒ名今雑；心要とす 3 渇令-p＇し，；ぃ元索?`み -,1:、が， qe (L;) 検心 l:

ょ "'lえ，：：ぃし｀サ冬 n 麦全に「字式了 1 二包が 7, き，匂も金族、元身，がし 4「介雑
の 3 、走量？、きる、

位） ロジ~ l¥ I03Rい叩凶1)`‘100 災汀謂謬浙炉い江痰的文 3 ＜，手吸‘

罪がきわめ 2 筵•ことかレ， こ｀｀く短叫町唖射？、含乞キ吋包 lさ直．ヽ＇泣忍應が項月 1奇 2• 3 
迂叫筍翌年↑町峙苛攻 1)丁＼、平痰期で正躇！ 3 ごとによ')．幻もい鯰専~';汗
合剤差？、走堂ず 3 こしが？い 3 3 . こ。廓年 (L;)枝広界 2 用いいば， ロジウ A 4 支老

ヴークダ l 厄v, ,;-昇 K ヒV ぷfe "'白金族元f，ヵ‘}岱尾｝受 IT 3 こと｝ 7 ウなく，予
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＂，追如 Naエ（T文）ネ史入器法より芸も l1 f了｀＇う 3 と名:i.らい 3.
佐） イリジウヘ 寓唇｀度長寿了 2、あ 3 qで｀生呼団虹「後＇，冨lfつ＇らq 31 7 ker 
｝国、9 いば他 a 匂全狂元 9,, }ザタ雄っ、全竜 2• -:'J...'\.)ジ，うへ 自主 12 ジ‘う

＾中のイ・］ジらへほ手降群］，，文差これ l曰，'Z IV テニクl-\,オスミウq戌のイリ
ジウヘね放身ざ化製度の大差t利同＼ ? イいタト叩む東含オ「・;·丁紅 2•、あ？，

C!i') IV テニウ代 長峙閂旦射．長 P寺閂冷天了後 lD9 ぬかし 4 4- 98 応T ：弔ぃ 3,
が‘氾 3 0 全町羨元奇． P‘ しへ［、！習ぶグなく？妃え「含2-•みな． 卓 I (TU 硬心庶 I,\ 2、, 11'12. 
分が｝，四 r + } gク Ke『が竜 7~、｀っ灼患となっ T：が．合~ (L..i) J吏広器）久 2•• はf -

7 IF 支全 1：：夕誰さい，鈷邑'i· \..?‘・老意7-, ~ 6. 平靭計数が可痰，i Iあ合 1;: Iり＆ o‘} 

叫 kぶ， ｢ 7°ke 「 1 用い 3 " ］他＾も金族え手， n‘ し，妨萎1>ゞ｀アなく 7 よし＇．
IVテニ｀〉ムの豆 9 l{よ， オ？、ミうへ 9)2? H可，紐i k況― 2 用し I 1 ，レテニウ

1 スミうl-i "'Iり商多量け、 叫 I (T{)1史瓜器 2 屯合そ (L1.)牙史欺庶？、土 5 胆？・・ちな。
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1A2 
降下ば｀、いじん浮逍し＂んあいの放討化介称
(Sc, Cr I Fe, Co, Zn, Sb の足量）

原研 o 羞辰饂沢 1 今給弦

述年公害）匂題の一つとして大気汚染に 1筍する祠査／研究が行なわれているが
か心心ねぶら大気汚簗の銅査に中住子放射化分粕ぅ去の道用ぷ試ゲ穴氣汚裂
凌］定幻→蓑t （てすぜ這紅 1j’いじん／浮遊じんが淳戎料中の A, MnI V など
短寿命枝痩を主とする令折り行ない／ぃ，結果Lこついて級告げこ。今~IJばら
試料中の Sc, Cr, fe, Co, Zn, Sb など長寿命核埋を対象t l て今オ位行なった。
謬向類など大気汚和、、約する試料いあってはてさ砂＇ 1t紗くのえ素さ汎廂lミ I
輝の試釦‘ら冠する＜ ［））叱ぽ（い。＜元急知ら況崇スペクトロメトリー
心る非破壊4卜竹が有効て、あるヵ‘‘`I NaI(T.P._)校歩、落は分触能に）句題があ刈）共仔放
討陵枝控の相互の影響 8 うげやすい。く(/),点 Ge(Li)検出落、は今触能がす 4'れて
いるので＇りれti更lfJ l ノが線スペクトロメトりーしミJる非ゑ疫浪今析も行ない榊称
L v~ 。なお共仔枝、喪のコシフ゜トシスペクトルなうい、、 65み（卜 114 Mev) の足量に
あける ~Sc(I 、 11 '1 MeV) の景渭など令却べるため二／三の試料について陰イオシ
這介謹を試ゲ／非破壊注、とか龍ぅ去との加互比較授討 8 行なっ応
降下 1i’いじん試料： 十葉争中原争においてヂポジットゲージいぶリ］］）町の

訊糾採取い行ない，＼）の灰、分ぶついて分析した。
浮坦じんあレ濱弐料： 市原和、、おいて集じん装置（ I ｀ 8 rrr;-Ar) にjリぐリポーフ
イルター A A (0、 8µ 1 47m 爪if;)を用いて 2遥lJ町連続祟じんを行なべれけ試料
t l た、
突懇 非破痕玖 試料（降下ば｀ぃじん試糾は約／ 0 /IIl 瑶遂じんぁ卓
料疇取フィルダーの l/4 ~ 50 D "C {灰化）を石英祖、、封入 l / JRR-2 窒
直孔（中叩束： 4-メ／心／c記•sec) て,、 2 0 0 峙用の器射を行な吠ヽ＼約／ 0 

｀兄 rこのち Ge(Li)検立（ ORTEC製 4.2cc テ＇イスクタイフ゜/ 6ーCo 

日：：三:t : :]：［竺］TA-Q叶□言員
心 9 疇スペ？卜 1レ 試料交 0,5 -H釘言
をう炉；足した。各如騎‘ 峻
料とのビーク訂数訊 介
敷し含哨曼？永、め応 甜：
代表的統叶し、‘ついて

噸OH pH g |―伍旦
DDTC-C虚＿舟…i□
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NaI(T立）校出暮とり比較［た柘俄スペクトルを図に示す。
紅麒 翫示す如＜陰イオン交麟撃幻馴 l ．分析さ行なった。なお非
破北恥ゎいて 65Zn (I 、 114 MeV) は完c(1,1 1 q M e.V) のヒ°- 7 t宦なり直共求め

るミとは不可能もある。 このため一底且Sc の 0、紅忍 7,'1e V と 1. I 門 MeV
との比さとリ l 、 11 KeV しミあげる合計忍礁より呈:§ I さ捕正して廷Zn とし
ての言ヤ釦直 8 永めた。
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”エネルギ—
降詞心勢（µg//YI8) I 清造じ｀ば匹試料（呵I砂

虞料名丁疇釘―[ Sb ―`:---—―五― T· Fe-」 C。---r 
l非正1/1し砕 2が 10― 1 : 3 、 2x|0□7X io-2 言―----2的 '―-3万―；戸
益', B2,6x |0-1 !24XIO-2 20x |0-22、 1 354, 3. 5 メ IO-2襄［汽逍l"虚I I 、 8 x l O-2 70x |0-3 卜 3x | 0-3 40 X IO-1 39 |、 I X IO-3 
i I,_[[ I 、 6:,(I0-2 • f:. q x I 0-3. I 、 7x/0-3 b,7K(O-I 3,5 ! /,8'xf0-3 

］降下巳＼｀：：口；、｀：｀： ロローロ9：ロ―□し□：霊：
蘊：鎚岱 I Ì I x IO-2 4、 Gx /o-ｷ3. 3.1 x 10-4 3.1 K 10—'| b.2 )、 5X I o-3 

,1 _[ ）、 3 x /0-2., 5,5x /0-3し旦、2x]竺〖竺lO-]]- 5,7 i 25x 10-3 
-し` --



1A3 放豹化が杵心：ぅ土t•危f”木鐸 n兒吃

武＇蕊＇ 1k麻輝 o ;JLL!.1牙叫 万涅輝滉 ヽ）ヽ沼今卜羨

日 的 水囚ク壌中の叢築使用にJ:.,)着積て札f：：？］｀低青£測祖すうt /()に中 1を
ヶ双射 4し介祈り通用t袂1 )t-T~。吠粁として 1い関東池ヤ心I｀田土環t郎伸＋碍し寸咲

し4月 9
取してニt. ")を 1ft " t,。 クt={"”べ叶っ介絣心濃祖瞼と凜硝叩＂混記穀,.,_ょ．，右9 二な
つで。

史験 るが吋 I叶哨県、の卸面町，位倉祈牙" lk 旧キ＂ぃ啜心゜c て＂苑煉 L たも
，，，tがつくっ 5 < F“ で， ll\釦 2 ~V っフ 1/,Iイt通過 L F tっヒ l 在。 戟射しまこれ算

（れ紅）
'> :t. 1'衷約'3- -I'つを正る層 klェがりと＇）， ポ＇｝工今レンの袋に打入して T［訳A- ロ

思、｝炉り汗央要訣几て淋＂そや叶I::.とtド「パ名· ＝ッっ r＝。 ：：のヒざの掠m豆

束，5 千，2 KIo'二／心sec t'もって＝。檬非が奸 lょ口賦（＝）心/'-} "ォ墨t念んt~•森戎 rof[
~ L み＝了も，税煉さ亡r，tのとt F 。

町す（て＝吋科 11 .3日閑弁秤 l てが 5 位0 4 ，，荼層’フヲスコ K 入れ， ：：：札《＝濃成酸
J,,,..f_ I ぅ農研畷 l/) ,,J_,惟釦紐（，＇くな艮約1--0 呼令むを')) /,,J_~机2 ミ， ：：：の恙留7,

スコi= `9 フヲックスコ＞テ＂ ＞サーtと｀, ?、す＼吟 Iii枷熱し計叶tか耕 l てー。 次（＝

：：：のラ翠浪 1= "’佐叶嘩糸醗，，』，り｀＇,, >ン 0,5｝を帥うてり濯心荼、留パ輩 lt=。留公
衣 11,農ァ＞モ＝ア，＇して＂ヽヤ牡し）嗜畷て●●私畷荘に l -C..却化9)ヽ啄、“よ ’I ？ド縁乞成｛し窃

ヒ l て 7年させ r= 。 =つ'”殿，1 ゲヲスフィiV ター 11 よ ’I 四位し蒸留 9l又て＂沈浄［て
カ’5 王水 l＝とがし，紘化ポ虐及le. l て再池殷すと双約庇測兒"”と（在。喋準吋I

料の占令t i.7昧，＝口吼t混訥て＂兒令に分秤 L てが夕水砧を蒸．喘か練 l, 和fヽ1 みん
AC オ＜銀と（て＝。 水鉱っ奴ヽす庇 I/ 半喝＇梱ヵI" l,,r呼閉，，／？ク，りが竹 M.eア 4 r峠t 200 
チ十こネ、Vぅ良高介杓漁 K よ＇）ぅ射良 L 在。

負未果反が＇笈紫 一舟1 v..:t.“it'.,””｛の主'ol t "J It 5i 0ュ約ん芦I M2 o.J約 l咳，
恥 03 約/I) %茅て‘9 :::") 11-カ＇噌微窃ヵI“ 存在するが＇I サウリ刃骨っケイ醗呟it令~んて" II 

,')で叶オ子をも全ヒケ持す 'T＝屯（a lj 7 、y化IK素統が必専て＂あつ。 て：て“白全蒸

知皿に土激 I t "E入ん， ＝れ（こ r/)‘I0 フッ 4t:., 9／く糸鹸 Iい[1 70‘／遺直素暇 3 nJ., 1且妹
ヒ l L)`叙→()7 "卜さてうかい上て＂迫熱湛綿（約 3 ,,,,J__) l, 11 le.-んヒ屯全レ叫＇叶
をか許 L Tてとこ）灼 20 70 9 水鈷が＇侠力 1；れ（＝。 t：：て,,.::.っ実験にち’LI て 11 7農統醗

ぃ如紐合（：ょっ分角9 t討＇外 T= o ケ和蛉果"'c Fグ・ 1 I: 寺す。哨 5 wl le オ（松叶いい＾
み 5 い。 ま T嘉醗ぺ叶を分酪 l 1'.lミ序っ未ケ肩手f勿（ヶィ喰tA)吃ぅ免沖し， その

”泉 7、ペクト U を創足 L たヒこ） （9グ H｝っ孜約杜 11 11 としビ＇余ヤ｀っ r= 。 ごれ、ユ 19r伶
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-1''•もとtヒ較 k ょって燦易に位えマれやす 91 ::/1'9＆にもって＝ *\ まで二はホゥトアト
ム切果，：よ 7 て結冷、が改れてて浪緻によつて衆易 k f白洪すれで仄のと思•Itギー入。

下比0 1 A叫ふ＇Cよ知」

立→伶

船人伝，J~炉五必＇

I/ 

“ 

/
2

一
ヲ

-

1

 

Hf 
(pp仇）

3,'/ 

4 、 I

タ．1-

“ii¢必邸， ヌぷん氏 5~

"
 " 

•一ー］ーーロ--竺―-一
I 2 1 3, / -

I 3 : r.1 
I ~ • • - 1 ----ｷ -
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lA4 金属吃卿四徴遵ァフケえー／i/)択籾［分析

罰虹涵．放育社嗣鑓ぷ o鈴広虐§ぎヤ四濃史衣

I. 念属紅饂和数署アシ 1r 毛ン 1吐寸す・3 足量玖いレて．放射化紅謬濯也
す} : t l4 、虹恥翌氣裸餘などビ）籾皇レて、竜痰な惹狡で極レてい 3 し思わ此
｝。応祈＇屁は放炉賢灯‘広口像暑了＇ンケ乙雌忍衣とレて庸立す 3 : t E 日
的とレた•
ぇ．含烏祀麿：：：ついて．＼臼這杞したd) 5 ゲ Iレマ 2 、うム、リケヤし兼出器

l2 より．ナ、碑麟分応戸、パ練スヘ゜ 7 トルの也蒻がら、和純杓元表叶百認．
醍後ァンケ元ンの足署 F 行っp;..

3 、如0ゅャ心銅粉未（疇疇疇嘉）ti贅）翫戸町、↑ (KUR,
夕 x/0名／年汲んee) したのぢ、 l屁誉分｀誨を行わないで｀『緑スヘ°7 1-lレ這咲し

た。わちいた浮鉛紛未 1:p If)禾純杓

について検討した絆呆全しして

ぶ 0,435"MeV 

0,33MeV 

0.50印MeV

` アシケ毛―ノと釧であうこtを見
止ミレ. ~らに放術能彰鴎の追蹂
直果前肴 IJみ'T§日．俊危屯
\2 、 9 蒔 1訂とな‘)、それらの仔任 F
稽誤•し尼藷っ、訊罰れn ヒ桑 l ：：
つ、 1 て 1 :1.グ、As のパ翠のも定t:·-

クば、 0、豆 MeV て． 、＇れば口苅
のそIV\ ¥: l~ （う．．ー数~するため．妙

10 
え

荏在 l'Jアン午毛｀ノ定達曰こぎな影
攣t与え 3 。 名 2 てt秦 Iこつ 1, て

0、 565MeV ほ，還、旧ら I) I~ よ 3 紅、にしたが

山性ふ照射fE67時1町函）
Zn給未の｝絲スI\°？卜 Iレ

（夕和り計教， 2cc グ伝心ウい）ナウム検戯器I ミよ 3)

- 8 -

い、喧‘イオン交捩樹廂 (A袖ei-i七e
CEr4 B, R·Cし·Jorm) tわちぃ化
営的に錆佳レ．その仕古を検討し
疇ぼ，検出 3 劇なかった。—9 0) 
紬果敬量ァンケ七｀／ f1)光量 1辺す
レて 11 非祇壊放打、刊噸枡が可能
2•あ 3 、ヽとが叱］勺‘った。 冷：で前

紅訊梁疇＆亜鉛粉和ギ雌友骨ァン



戸シ(f) "1,;, 、 ヽ‘＾う式を過）利し、枡象準ぅ魯加苓ゃより校討 L た栢呆． 63 1 タ
FF爪 i/)アンナもンが含まれ (I) Jミとを炉っ T-:: 、なぁ 現圧．叙度句に 1＝つ l ）

て検討'f 7· あ｝．

I) R.(<叩AA, I K．“~,必ん T（（吋砂~, 4がd. 必屈竺，／知之 (/9£9) 、
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紐水談料'tf 4) Iゞずジウム、＇イル三シ‘), 9]入合·ょ：以翫
l A 5 :＇：国醗利 （租炭捕’，豆l 這tfl)

＊メ＊．＊＊＊
象直，＂這，令裟叙肴 K
蓋豆惰：日了釈，＊，］、山睦天：止珀謳？直叶I----**1が
今繹げ，＊兒lfJ ¥tk,* 

鐸辻tそレート化ら吻 1-::.- L, 1知翁釦•1-cl) I釦床麻税澗tfir省t吸．船 1 ぜ，、K
虹キ v ／卜」認濯濱卑すぅ料碩疇年紐ヒ叫心~ (Kuznetso I/, 
叫）／）。 二の麟 Iクよれ1‘"n疇紐臼葺1 瑾渇ィオンt、y易
n 釦れ湿町疇綽羞廂すうシじガ‘"1'.'1: ~。 ‘4L 1 オレ／卜比ぶ、 n i象im豆包
'. 1.,叱 n 今降直1尺叫 I二 1 3 2 t北 1‘’ 吐う。
丁呼Pmei eY ；ン） Id 1 キクンなt"tキレ/ \-棧啄しし， 1 ク）ク 1 レ 1 9 レン1-,•よ
りナフトー）レな乞"t1"窄I 1c L 1, Co, N'-, A, ヽ伍 Cr/.., Ho, Pb なピ＇ 1-::. つ主役
訂し， 二れらの条，二森翡抽似の多里給式が祖、、近似t”逍．釦＇？． 3 ンヒt示した。
松井； 3) ld Co, Sc1 2几， Lu，丘， Feの危オそジ｝／卜直狂I tしてJ d.プフ

じ -lレ， o- 7 戸）レフェ）ー）レ (O pp), 1..‘よµ•。,0’—~1フ-;r:..)ールの種l沿］が＇す
ぐれて、\る::.とt示した。

Cｷ t+ Oｷ N楕入のキレ／卜各幻雰およひ涌i岨肴仇用、），水状料守の微惰元手群濱
摩，えの祈場必巧之矛刃仰玲叩ぅシしが＇ 1II 1 匹ず，）ド頂揖＼羞う広 r立｀｀ lつも応用
1" 立 1 、“如詞クも頂危義1`• あらう。
床扉知li. 1 ベジブt大レート秘森しし， o ppな百蒋i東請項I) 1, 1! 
年詞心亀會なiK紅·り墓·狂釦咋賢ヵ11 3 和kt稼訊 l 乞今
直丘飼麟鴫虹(<. ¥ hY) 1-:- ぷJ 1 えシれ碍界心釦名 1 る。
紅；裕水（井戸）ド，ぅ6い，斎卜なし’')ダ00 頂／ゃ 1 そラン喬液 (5 % ~ゅ /0 劣
J-10 fie) /0 叫，.2H NII叫c 屈咸が加え，、1\/幻OH(4N) -=J:.たばJ-IOAc (Iク/J).

疇/JU L l 西 5.2 lーすう。二疇知釘c喝森中t` L lむく 9屁届 L F-, ti)ち，約
ダC J透 a 手む知し，よくが主ぅ必＇ながら OPP 砂祐夜 (2g兄夕”R. ^cer。n.)を
叩し，づう I::.5かJh] よくか王手妃＂ふ呈成した究殿をミリ示°アフ,s Iレダー (RA,
I．多“'イク1'111,:nL i)が如l う”‘I L ，如滋風駅した。
これバやtt K U R （私やまケ束＝1/..7X /0‘え｝た 1;! l/.'f X /0盆函2/“5')
--i" I 今， Io /iJ-琵 Iず／舜雌、そ射l..乞 l 今熙射した試飼す兄の手え力苅惰穏1 祀 L
た。 /0 今万、よい’` l ml照射 l 炉訟叶嗜叩ll.石‘よび．虹除い紅臼rるっ T二 o す
なわ; I 眼、り塙、特をベン‘£'>·‘/0 叫 (O. 5 汁 oxヽ‘ne 在） 1::. しがし， 2 H NH'IOAc 
心頑（⇔om, Ma.び？含も）を加え 1 今液虹十立て91 よょ露， 3 必＇戸ーの呪ベン
屯‘｀ン租の狡即能t唄’l 豆した。
沢f雑環連に·ぱ．つ X う松ek N(l:〔クfi)fI他） 00 凶叫 PH A 1 「;.,iJ
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-39C.C Gfe (」) t心池、 0 2.斗訊an叫 P H A t硝、） 1' いや又I\° ? I-a -}-卜 l) - t 
;. 9r  f-
9‘• i’• -i. -9  9 

絃果：違衿元素の 1 キう／元ーートの 1爾東ti tし 1 沿， ｢ 1 つ｝ク）レ， もI/ -1,. ::;.)レ，
，r ブりし•ジ‘lク北べ、1., o pp.およしA.d,. 17 トー 1レ nゞ 1 L..いれ 1 、＼~ • ~ L 1 :::.り、種

の汀らい輝卯遣‘和‘‘1 b 元考 l1 舷， Sc, Tt, v, Fe, 0, Ni，位、 Z心紐，
Zr, Mo,'Pd, uJ., ln，吋、 Ti,翫， Th、 U 1J t" 1,·あうう。
茶狐記羽ヽ）、を祀酸象石＇液洪 1’‘1 r:.元手）さ Af, V, 伍，み， M() ， u-;..・む仄
／％ずあ？乞 I It-方よ仄'I砧羽屁射戎、によ 7 てえ 5 れたf線J..＾゜クトル (·Na. I夜
幻狙-:;,- f-~)の右 l 例をFii,. 1 ろ、よび 21可： 9 。スペ？i-- Jレ中に雌うかな珂／ I
汲りi）紆伍の充寇ヴ／クよリ 1 :::.-寸l う充寺t兒昼すクニしJJ\．．t｀うた n t・':::-の、祐界
て探冷万；。

x,l3 l 巧． 1．/“"逗 I メIO3l 6知、 h'g. 2. 10~感、知広
6 （捻洞．．む） 6 ¥ :t/ （試斜．・ぼ水）., 

ｷi 
`` ¥ 4 \` 4 

l 呵用a 
八 1 2.l ~ I :~ 2 ト ¥- -•99 

o.r 1.0 1.タ /.0.  Jl,O 
ゎ綿ェネIレギ‘- (M砂') t紺t 1-、ネルキ9:... C H,g,V) 

交献:

I) v. I. Kuznetso しう II Rru:lioisotーfes 五 ScO叫ic 硲s£がrch ”, Voi. ]J. (.Rd., R.. 
C. Ex7初紐邸）． P“3年on. Priむ,S, Lon.don, (I り rg) R ,264-2ね
2) W.P.Tapf”Jlg.eY1 f.. E. Picka寸， An4．ばgIn.) }J., I ク9 f l /962) 
3) M. H応四，/'1.H四必車， T. ＄加炉心加り釦I/. 1叩． Chelll、知． K界ゎ
l如’広，竺， 2幻(JC/61)
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幻～衿9H汀各I 111 耗in'"ぷう召ヤゥムの 9 化立

1 A 6 ふ政会反広、とづう名，＂足呑との名•j'オ1

兎必沢 移。岱だ．吠 I司吋灸

日，ウ］・勾甚，阜光芍｝奴悧 A(/i,祈 IC);; ャ： j,ッ含名 ~,1 従系立'L I -zユ0 ('tヽ『缶•I 和移行

I•,t 3 (t,”), (r· fJ及広• t斥•I'打 1 1 3 Tz 。名＇）和経吋像の 1 え IV ずーt →り 19 J:: If十ば

-),)を,~ t r.,c吋，（y.)/.r ク") 1" •子，っふ：オ亥反i｀＾メ＇忍，｝， 99,iク，< I., 7,1 有妓 TJ足号 9 芍た

s, ;_ 3 こてj'●● ↑ゼ．クふ,. t..., 9 1 戸,, "7 /.-1 i今とタピ(Ir、V穀名 1'・術町［ 9 丸のづ

、、お 3 枝f1床• 1 1食針 L, --;J "-I手，の定忍iの）力笈 7阜元．f．‘(| 7.の利 I司'< (ゴガ｀ 9..,.<. 

淡絃；紐社｀L I,,1 、も代食 m つヤ代-Ii'/'1,.., J..・ぶt'・七茎｛（セ-;,,ラム1 t 1n 、'/ -::しK

らt身う玄 1＂あ 3 ，、 1 -;J: ;.裟 I；； し7.兎奴グヽ‘`;,,.., 3OO M＜万＼祀｝ ＜：卜翌如速経•互 I可ヽ｀ l 各tエえ・

IV ギ—匹，しr, {,o, は，／釦，ユ炉，衿0 ／虹？｀•うp /iサヽヽ{.2吋可烈知 I t．祁•'f.叶ぱ，勾移し .,..n のル

足、，iじ召r.. I,. 炉．如 I T:, 1 t,, f•..、柑偲牙 I~ 右該哨1 に＇，糸吋 I t: Ii q:,反名肴ォ・ 5 む

1-. ¥ "t-;.堵森 I -t~荘泊，l· 't -:, :7 1,_,1- -rw喧ぺ逆 5, 1＂オi&'-}, (t-; -t令ぅう代1:1',("- I 7.叱戎？分

誂し， Y 碍 7、,• 7 I- ，ゾ方tっ 1,. ャ 4条の成／文 I: l1 3 ↓ <L 知 (Li，矛｀恙涼オ念出始’と Th e た

裕i I 0 叫今ペー／弘，J戎ふ夕祈ぷ· 1 1ま（分 1 T一，

伐柔．． I). Al,, こ7 レ＼のら粘う蹂ら＼反応・—ベャウレ，tゃ～知叫る＇）和移げ 1.. 街刃（

t:七もら， つラ吝．ち？の 1 9:1< 7、べ 7 Iヽ IV 10 <J.和、凸I7f {/. i．ぅ 9 ， d•7 し 3 心（ー＄角条サ光、記ヒ 0 - 7 

が＇秘．、力う中 r9 ． エえ．，v ず一℃珀派‘笈iガ‘i召， 13 Iヽ t該，；さ-:, J、>. yサゎす、 (r. :,.rl, 

(,.'1'm) 在広ー＼~ r • 7 つう吝，＼烙ず 3::. てメ＇＂や¢小 3 ．↓c^ 姓頑とフ 3 と（,. ~rが）

食穴z ¥,-t.., 7.'ュしI t せ 7’. 3. (r. :l-f炉 I'{,I-. >-fわ）にj 3' 巧， I＞ 31 の¥ヰ｀は鯰．以§ 4 北，，．

依六 1 う· `Jギ｀一方（知～ユ知虹，L マ 3 t巧，f>う1, 1ュf1. /)91 if'●●分灰｀ 7 3 こ'< 1 球り 1~.

(l'.叩佐），（か，呼が），（0-·呼to 11) "J·ょt＂ （す，ユf IIの I T，名プ＇＂帝i 6 4 3 , う 1,' （ケ，勺J, (i .“h), {o. i 9, J’ 

役クと｀ヽ¥.,1. 1 出..,,..山恰， I）も， 1'7Cs l'ー!. -;ｷｷ 3 こ ‘L 万如 7 h 、てシ｀ラムの（が）幻）反

応屯成｀肴—L l 1 和 1. の仕乎、万，，，q -/;. 表 1.

枝元床・
4 成易 t⑥もそ？弓の＾＇沿9ム） (if• -,,J I-, 吋す）屯所‘吋t

／夕o”41 ユ9°”‘v ュ炉”".ev ／炉／7 ンレつん＇、で ＞タクんンV

/9を9 (r. ,,,) /)セ， /.I“ メ／9j- /. 9 fメ／ 0k /,7｢x /9 .- I / / 

IP(s (r. ｫ nJ IL応 3わ9/9’‘“,(/c’ ヽ． 9C ズ／9,． • 3.>J-J<. Iが 2 う夕戸 /0
-2 

”1 x /9 
ーと·

/ 33 c, (r. 6,,,) ／リダ0 ／．ヽす X IC 2 /, >タズ／ク
2 “・どう X Iー  -} I, c ヽ/メ.I... -J 

ュ）．つぅ＄ lfJ定逐—呼～bo やv,... -.うぎ，t但もら{ 1s 碍名げ．り(『.庄｝，（;-.知）戸た 1-, こ

つ7.竺，内、 ,,,I 'leヽ匂ずうが＾ （い）孜方;,. ¥-- J 3 りダ今 1滋 1 下ー才 9`. I T＝が＾て行r 身の

フう名のえ考 I-- \1 屯t条）\,j] 1 3 ~が”府印・） 1 " B 3. 1: 1一．． l, 紗 1閲ヽ•J、エ 7`` 11 、かii

嘩ラu 序．、L l 1 ぽ，n す 3 文ヤぅムi‘i 1 (r 呼iべ在応\-- ：つて＇必I t屯 l` 9 ＼の吹
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達 ,1 現双·見 1．．さイし、，．（｝．知），（J-.4"1) 及店

¥-- iっ？屯ず｝＇巧， /2 う1 1 刊 1刃ア瓜（1.··

釦叫叩 1 ぽ，司 l'・き 3.

ヲウ手．ーセるウム，，長今狂‘吐 1 4-JC H羽

1" 腔．炉 l' な紐 r 1 4名iしk t：つう舌｀
の 7、ぺ 7 I、 /V の 13•I ；国 1 ， z 示． I -1~. 

つうf．＂け． 70) fヌ広，•_よっt屯岱、｛

Tっ叫，pu1 ]’'I ，の兄｀屯七リーグ 1'→荻屠 I -ｭ

g 5 斗， h\ ．ペャ、う1--，の（t, X門＂）戸穴ー 1-:.

ぶ 7 1 冷{ ` r2 131I, IV1 の天ふ夫、哨呼， 1-:.

疇っょ).、`~ ~?.炉袴 3 吋 I: 棧萬

I i•， /30I のりう3 位T m 光、~ e,O - 7 ＼ャ桟

”な姜．＇吋了 3'>し工ゥ 0, 3 紗， 0 ． u f, u, 7幻

0, か頌，／）与の()•t。 3, (7,722 ル1 a. 1 w• Iンうエ

(J) 0.I釘斤f,i)'1) "i.,I,.__ ~比（況）そ沢‘ゥ，戌

: :!氏(IR：］ヱじウロ;9□/f,.□-;9:::0 : ;可f乙 RAo 
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I 
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名 3. L 7‘' 、.8 3,9  

3 /. 8 2,. 3. ｢ 7’’ 

I.I-,ダ..l. K メ／ 0 ― “I、 O L.. 
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タ I 2, t“ 
------L 

3. iJ 

/. 73 
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3. Lt 

/. ?/ 

CJ,.!.一ぅ

‘”X /9-' 
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K -X得（こょゎ希上麹元希叩則皮
1 A 7 

軒立尺涅 0 河波篤美，枯ェ態北庫

江戊，岩品o/ 0)希ェ籾元令を双知這訂 I' J.)史量する、辺要性とtじたが，亨
そ成グ（： i）相当 OI I ヒ了ケ離tけなってもランタンの含ポ量が刃\, T」あ l ミy、4年ス
ペJ ~,vな灯 0 3 わめてむすがし，、ことと知った・半導叶荻屯塔さ使用しても，
なおがつ希上椋元素よで 9: mt学か離を！戸） （辺寧があっ「こ．
しがしながらI< -X 、今乍を専tx x 絡用 NaI (/‘‘,;, X I,.,,;. 況） I: ょ),1l史ず 3 、｀t I: ぶ

り，ユーロビウムー／ 5ュー 8 紅液出忍渡訪N1走して｀、 3 (文屈JAERI -
四ー 36 荘）。｛、｀で、、れ環用して赤成山q工戊武料を尋．子が咽桟む叶瓶
疫· 灌1j走＆ ( ‘7 1: t、｀み叶巖壌,,てコーーロヒ゜ウムが度骨で疇 9 3 : tが、 わかフ
fこ．

そ、、でアクナハ’7• Iレトレーサーとしての表適な元希tボ外る目的で和生 X 線 I;
ょふ化了祖F の、り｀な、｀｀命上捻元素の史青の可庶')士を調ぺう、｀と 1-• L Iて。;91炎法と
して I ,I: No.. I II I,, ｢ X ／況況／比叩t紋誓/ii [l o,.,,,_ 況戸 X ユユ0 m.,,,,,._, p R ガス度用
で雹所肴昴し， マルチチマンネル 1こ接挽し臭荻と月石'.,J,。
希上籾ぇ肴乎で熟杓t子(: i) K -X 堺t出ずものとして（よ、ク盆， /S?Ce., 
l.i?""ce, /¥をe, 1クをe, I 夕Jce, ’ダ.!p;-, Iク 7N4 /«9収， I巧vメ， ／“なれ、 ／夕ぶ， ／553九，

心丘， 9 タユ "'E,,,_, 露4， ノタ厄d.., ,、0Tb, I冨， /f-9D.J, /冨， / ‘‘Ho, 9“Er,'“Er, 

169 Er,,71Er, /?oT-,.., /6PYb 、 I”Yb, /ク^Lu, /77L“'/か`L"- r み） K -X It.泉と出

、T rd. `'-、しQ) I., 90 Y, I… Pr, ／巧以 の 3 枝稽 I こー／ 9 てみ 3 。 せ^.Lネルギー／i“伝

の S Keアさ平、名， 1 1i-J 3̀ f KeV (I･?Ce) ~ 6 5，ダ（ 9”Lり（：ゎ r~ る。 使用 L I：比冽
叶奴管のク崩託 l iJノロ； （パ3Ba g/ ke v)  ~ 30 メ（ダ7Cs 玖',< Ke V)  1~ わたる。

t f：がって／ヽ KeV 以上青位れて｀， 7ぶ IT 収 1 id;-離不可耗とな｀る心
比imt紋管のジ易令 I if'1,~象かも魯とすなくす 3 I：グ） F/l磁石 I ヽ｀ iる限名去と A丈吠

双板 I: Jる力法が，、、のtt imt放ば，よ／夕仇ん/c,,.,_.2.の各屑さ片フているI')ての、 I
Me  V く｀らい0) ¢、さ＄，J伐f．玄で、5 る。 1J7Cs (J?. $< KeV) ~使用 L /, I'. ~ P_)l収j反がう

f.-‘` t，予こし I I • /伍えの咲収板を入れ｛1 叶て― (1 ピー l 高で／んえぐらし＇仮くな

りJ O 0 • /伍:,.. "'淡り又版t入れ 1：玲 Flり瑾能がえ～ 3 広くら，、豆くな） I:::゜ー

ク/J高エネ，v ギー＾方へずれ計枚効年 1ょ1/3 <•らい l：下が 3 IJ¥-0, S H<V 社でゥ
パ; (/.麻去し) ~命J:_莉え令のうち＾約乎夕ば、、れ以下(7J”泉てあ 3 。又拭1"
身0\乃、ヤぐ散礼 l ~ょ）入 39ふも用がみられ 3 と恩ゎ札 3 のて＇／ 0~ 匹’t)外｝の放
印邊ー史の試叶（／夕土）でえ0 =j /.で（ょ競知ふ堺 17‘→み 3 が、それ以戸 1 よそ
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れはt＇の入 9'3も唱□ 1;. い P‘" 当幻べ社厚 1 ょー良 1 こず 3 のが閉よしい。
これうの点疇池オ 3 てさ辛叩期（：ょ；戎衷を利用し，1J <とも汀這＜＾らし＇
0 X 1:!.泉てな．＇］的む刷良困難とな、 3 。このミt A) トレーサーじして、、の規4良法を

便）月研 3 ℃ 9 ドは以下パ和手 E 肴（：りえ索ヵゞ人）勢よしい、、ととん｀る。
I. 犬 9£ の肝I:t. -/1‘'サf¢・く放炉頃拉摩吠々｀、ヤ

ょ玲導、＇れけ這ヵゞセ束 1名れば／ ～汎稽でみ 3 争（用し·x 線t tず「ヽ刃）
J廂壌的へ｀がエレ 7 トロ｀ノ X てプテヤ P‘. .、し しく！I げ 1堺皐のナ rd・い手．

井tt x 、堺燐1J史を行ガ）方表 I' わ＇ヽ・て（丸 ぇJ 3 ヵゞf巴＾オ汝t異な、）丼（： （汐卑ど 1..,.

いが手とな、るが軟 x t泉用心 I t,使用し「：とさ lこ／;J,平遵件枝｝渇苓i） •. 

旋疇‘穴が一段とJくな~ i'J、屯を柏フている。
これしの点 E 方慮ぃ入れると，牙オ汐ウム， 1 ．ッテ IV ピクムがp球と出、t r4‘< 

/ 須騎 9ヽ噌よく、 ユー1:7ヒ゜ウム、 テルピウム、ホ↓ニウム， ‘フリウムが可月ittがあ 3
rt j 1: 思わt/'l 3 のて｀、これら Iヽ‘つ＇’て試糾が含屑約｛秀え化う揺外るど、‘iて‘
茄叶化で＼， 3'/)ヽと坂此乎でみる。
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疇クロトグラ 1 イにおけ鳩応峠ズ忍7 り広が‘]直
1 A 9 豹んくりトル的捩素「

鱈つ拳：摩紺三佼崩'-`：費鱈）扉I :f立）［疇→
術非象紺ザ

冑初
il 0)端尋！わ
と生じた壻条辰
。＼＼如単作量立）

I'`  ̂ 'J  99  - / 5）予i!)該料り
広が‘三戸疇翫句丈に7 \,へて疇）乙いう疇言さふるとすう。＼子の広が
りはい詞道分した量のみ巴主）召する）と汀（心 7 ーリェ支挟 l て

尺 (V) =ょこy(x)e―年以必ズ ( 1) 

を素めうと，ヌ点ヽ7 卜叩知狂（這 l虐）的祠改敬y(ソ加況晃ば）友正庭成」こ分倫
して表現したことにな召。こ如鴻層クロマトク｀ラフ幻グ塵蜻青どーっパ伝達
［噂之た場合疇達疇亨衷現て．、あ 1 •‘ 
｀ここ叩扇訊叫疇量ぁうから，ぞ 15r ¥ 

這直国）！と位担 5(V)にわけて次rJ)ように R(v) ゜＼ \ や I 図
表わせる。 rl 、 ¥o¥ ¥¥x 

10 も。、G(v) ¥A(¥i 

｀騎）＝一jr(x)5ル2冗厄£←- (3) 
／r（如S踪戸ぬ

s （y）計（x）尋詞如摯鱈五‘戸。 05L
］ーリェ糧分叫勘史理によリ、ぇ雇牒が｀いだ＇
げ視心易合ヽ｀・桟翔恥分所打（ズー d) となリ、
その 7 ーリェ疇⑰））ま R(Y) 巳ー27Cr[" あぅ
ブ‘ぅ邸）＝ I R-（）））／岬丘（5（y)—謬叫 ゜0 1 2 3 4 5 6 
= IRCv>I三(5(y)-2叫f)] •--•(4) FREQUENCY v [cm—'l 

，こよリ試料の分府スペ、クト）レ汲千クを表現しう］，更際疇尋が麒賛只tJ 3 た
め，素疇疇を含麟疇について疇射線麟1 た行なった。中の感ヽヘスリット乏
もっ的計歎叡‘立球叩知戸閉定した。：：：： ：：：て、，検疇叶t数勃牢、飲疇和
し 1宝ンス疇た点‘め 3疇があ句疇が'5 疇疇府ももてば、えられぅ計
籾賢和 7 ーリェ変検か｀、り紅この叶叫桑のしス粛シス疇恢認す。げしし
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｀危霞砧ゴでも士．つス亦',7 卜ど前）)P Iま｀じらな VI~ 今、疇疇知が認孔
'とす汎 1 ず｀、中 Iじ＇力‘り又の喝竹の強度 1ま R(V) 

炉＝2応ご万やて、ある。一、れを 7 ーリェ度披 10
して Y(Y) ＝よ砂）国紅））｀ Q9 ＼心 O P 32 beforedevelep. 

•、、 after develop y 

＝年応立詞座こー＝三））仄）・・・ （夕） Q8 ¥ A ,, ufter develop x 

:\: :: ：口:での］；言：ぷ言 :9:]¥ 
てがらえ賃澤麟叩（i)を 7 ーリェ知捩L た 。A
ものとし（レ）とす 3 と、この測足知しス亦＇ンス 0.3 

疇砂は 0,2 

砂） ：：：：：上二 L(V) ｷ • ｷ ·゜・（も） 。・1
仰） 4 :T1（ぶ以） 。 1

：＝よ＇）忠｀められる。-#7 1 団は 2かtか尻雰の FREQENCY (c約
疇麟紐を 7-') ェ麦換 l たものと（夕）武 R(y:、 R(v) cos2,rVd 

；：喜：｀＇以言言謬言|げ/R(y) d 4cm 
戸，，との印(v.)を用いて 32アの唇痢哨）の言氏料と
尼炉使の1-, y且由のす年）餌料嘘が’I) のfl綽
度虔グ咋り 7 -V -z.友検（たスペク}- Iしとオえ
iil［こ 1了す。：：：水によリ麟ば‘i見が｀わり房，展
麟の言組科濃）計後叩扉俵軸才詞の訊翫
複にスペクト）レが兎｀〈ぢって、ヽる。哀fち＼広が

久ぎヽヘ。蘭テーリングが｀ノハのて＇｀｛立
這衷(< l t-: 
る力‘｀ーに必： In‘ヽ
) ＃叩， 8況
たのか‘・オ疇
げ l 〈な繹
スペクト）しも
虐が＇］疇。
トグラフィに
しい。奴行
グー疇蒻J

碕層柑） V\たお｀＼ヽf<-ことを付喩e'. L て慮祷甘 9 。
J
 

1,、R(Y)cos2妙d
ヽ

¥ 
/R(v) 

ヽ

ゲ乙図

FREQUENCY (cm-') 

ヤ 3 図

d = 8 cm 

FRC:QUE:SCY [cm-1] 
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惰復‘金属化合初ー／［オン知拷 m·蒔‘＇ク浮戒‘と放身寸
lAlO 化学分打への応用(I) "金紅―キシン 1盈—イオン知如和稲“

ぅ逗詞

0 肴れー天 今千切青各 イ昇双正笈

目的
これiで’. P易あるぃぱ惰1 オン文衛扇討粒疇和こ栢苓ぽの金属溢（水薇化初

硫北灼． 7ェロジアン｝じ窃 りン函瘍~四） ；王成‘づ正た‘'金属疹ーイオン交換
印名＂ o i訊とせ A 放射疇分キ『へ＾手1」用について検討tお'z なってぎた。／） 2 ) 

その後 （稽また/;J: 2 種蒻以J;:.,;;賣佳弗‘r紅金属｝年 I つ 4 イオソ交授衝豚粒土
内郭 1え匂戒マ也f2’' 町：窟み重付加金烏崖イオ｀／交夜衝豚’'および'\‘屡稔多盲付
加金属羞イ 1 ン輝狐‘’q i予戎が可能であゎこと 5 見出し、 ざらに応用陀同
心く甘ねこと E 荻告した。3) 4〉ダ）

同様に 放射謬臼『の 111‘伍•'しばしば吊いうれていパ叩鳥L合和名イオ
ン交換印□訊 I：：：・紐‘さもた＼＇有啜金扁化合犀 1 オン女捩樹雅“＃汀冗成され
れ 1 t'9分裔騎莉0/一手段ヒして祠IJ. f石う面へ a 利用が見月1寺されら。
祁/1 t;ふr II 盾麿金厖屯耀イオン交換衛昨＇’勾用発＾ための竹一歩と・して． ま
ず、冷紅そジ‘バ髯イオン知f奏秤ぶ指＇I ~ l,りあ寸’'た。 オぎシシ（ 3- ハイド＇日
オでパ／')ン） lむ茶呼湘出マ共祀掃｀集街1 として、 もクとも広く用いられてし＼ゐ
哨隊訊‘珀であり． 11 ~ i,..,,.t..’'すべ＇て a 危金属と才そシン私t屯戚了ウが｀、 い北
殿ずら 7H ぁクい／［釦 5 れク釘1 乾/ID I 1 いれをれq金属濃有＾もqであり，
ご 0•ぼ賀 l ；；ラ昆令物の分葛娃がと＂ 1：：利用 5 中していゐ．
紅恥·ば．甑r王がらアル 1l')‘f笙 a 広いァけ緯汲式で＇究殿 E 歩成すゎ危茨オそジ
虚t用いて＂哨度麟虚齋P易ィオン知鯰直＂の 4和戒や」印可能ぽも 9
険訳した。

賢嗚をおよび認果
。布：戸砂虞褐1 オン交我和脂＇’,q 1印戒； HR拶ヽ？易ィオシ灯秘樟濯
，加如叩 I夕(tla. f町匹， 20 →0 メッシュ）に和炉知麟を加えでt分
l：：稼加し「：：： a う水光すら。［弩形？いわ知紅墳〕 これに水誠化ずトリウ A
洗如加えると危ぃ，幻釦叩が積）イオシ知詞ず昨粒閂iこ王成ずら。 L’'舷臼紅
初ー凡イオン灯紅濯）
J::.応舷形、［オ｀／這印届巧わい 1ょ雇雌紅齊 1易イオン幻紅責‘1 ：：
麟のオ 1 シン 5 ふくむ酢麟麟訂トリウ臼屁こり屠諄pH ラ知夜．アルコ
ー 1レ痛冴ミ仔と‘'5 加えて加羞和と褐色ぁわいは赤褐色 a 才＾が‘し1 ず’＇れも
すがやかに墨緑虹呈し．殊オキシン｝知濯填内 1こ紅＼す b シとが＇わかわ。
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（冷生 1 ぎジシ虐 Pら 1 1 ン知輝噴I/〕
心＾ Jう l：：レて I訊‘され「こ‘倉も臼ジグ贔褐イ 1 ン文挽将ィ翡＇の赤外線泉
吸永スヘ~ 7 I-)レ、あわい 117 0 0 オ叫占這限浚＾吸収スヘ゜ 7 r-I レ店剥足し
た認果．出発杓哨~ 1 I-')ウり形中叩置＾殊形ぁるい 1手‘'念狂配
物ー｝羞i 1 シ灯麟噴＇て•'は謬あられ r;P‘ったパ 7 f-Jレが観劉さわた、
屹して別 Iこ｛麟‘した舷 1 宍ジン虚~/：：っい？得られた屯qと一敬した 1直が得けれ．
＇［オン幻輝喝乎に危紅そシンf盈が｀宅成していら二とがあぎらかにされた。
手f2 夕9 Fe 広I-レー寸ーとして用いて、 J:.述&I Iも紅宍シシ碩r 褐イオ‘ノ矢

印封昨＂のi訊‘f彙1乍tぉ：： Tj: .,r-:. とき、危知iり1” ーノ交換·雅狂浴る＂線水祁1 r..
莉ーイズーノ交攻移イ翡'4 湯合も 和廂かりヽ念失イオン A 裔いも1 認められば
1J‘,f2 。

0 II 命紅そジン庫—t易 4 オッ嬬狐＇’1叩心扉疇冴釦；穐吋；
放射t紅紅鬼£ふくむ酋乍百術酢甑 1 日ウ A a 危積西和たあ~ vi I臼恥
I2)兎軒レた冴深オ乎ジンシ長--t易 11-:／交 1紅租昨" t加えてかりま¢.'咬痴ハ柔呈
知しらべた。
また、勾影知夜に舷形イオン知釘租雑ぁるい［ず＼倉紅水誠ィt.松— P易 1 [‘ノ
誼衛昨＇1 とオそジ‘／ぅ姜末と同埓-: fJ O えて、水帝条平で｀‘念失れシン塩
—褐ィオン文夜衝脂＇’広旬戒さぜfクと 3 ＾沢身寸｀ぼ枝棧q苓慮P r;: ど｀＃し 9 へ‘‘
た。

2 の＂位オそジン底！易ィオン文検印翡＇［キ、すで｀ l::. 乱反をした‘‘念烏虚—ィ
ゎ知炉租昨＇’ャ '1 バ心0念記羞イオン知知釈雑＇’^ゥ易合と同じ＇＜参失
T そジン溢＾｀ぽ噴と L も 1-:. 鳩イオン交寝能；乏のまう 1条哨レていわ。 したが｀
って この惰項“／こクすすぅ沢身r ·r虹紅慮ヽ吸靡も向考 4 荘啜i2 茄じた苓和
名元和
放射 1環稔としてi;I37Cs ／ゲ°ふ，9 ／舛Ce, 9夕み, Iヽヽ＆など 5 用ぃ加
遥 8行］ 戸シシ堪府冷積条麦・ーよゎ眩嘉右ど」ゑ吃デーfこ集めた。

l) K. Watari, K. Imai and M. lzawa; J. Nucl. Sci. Technol., i (4] 190(1967) 

2) K. Watari, K. Imai and M. lzawa; 」 .Nuc l. Sci. Technol.,旦（?) 309 (1968) 

3) K. Watari, K. Imai and M. lzawa；投森中

4) 第 II 国双射化屯訳蒻倫合 (1H7)

f) 第 I 2 回放身1l t.浮言1考裔念(/'tb8)
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フェロシアン化功レコニウム l 二よる追環度の忍＼
lAll 溶；夜中の放射饂核禾重のキ甫臭

紋医窃f 0三可和寸正一，黒滝克己 柴田萄夫，
大瓶可イ祭司 1 イ平澤正嘲

現在丘，一連の 7ェロシアン化物，たとえば‘7ェロシアン化亜鉛，フェロシア
ン化銅／フェロシアン化コベルト，フェロシアン化ニッケ Iレおよびフェロシァン
化モリブ｀デンに対する長寿年の枝分裂頃駁祝）および｀謁導放紅1生枝種の考動としら
べた。その結果）一般幻こ唱， rqFe., 60C。の分配係教心高いが，•他の放ねj生枝種の分
配係致ば全体、と［て俄く，その｛直，まフェロシア｀ー化吻の糧緩(::よーって愛 Tよるよシ

ぜある。フェロジアン化コバ，レト／フェロジアン化二、‘I ゲ Iレ，フェロシアン化亜
釦／フェロシアン化詞：：：対し庄◎戸SrIま 1王とんど啜蕎 L ないがフェロシアン化モ

リブ＇デ｀ンに対 L て（ま吸着する。しが L ながら語酸ァンモニウL_.\ I 土藍ィ巳ナトリウし
のような逗ーと加えると 1 王と人ど啜着これ rふ I 。このよう＇：：1i国J'<のフェ〇しアン化

詞こ対する吸葛挙墜ヵば逗瀑？度や放厖l生桟謹の茂蒻：：よって屠なるが， 7 :r: O シ
アンイ互＇ルコニウム！こ吋する放紅(,生枝程の吸焉 rょ‘らび｀ I二ぅ宦土拳転ょしら文た。
7ェロシアン化ジ‘，レコニウl.\ 1.t I. V. Tc血a血eV ら 1こよって作られ，出挙約質ぜある

仇Fe(CN)6 と ZrOぐ仏のう泰加ピ旦生成する祐殿の組成との陶係が詞窃これて＼ I るが｀
J叙鯰（生枝種の吸慮ィ本としての研筍ま行ねわポていないようぜある。
雫峡
吸患亭叫疇：禦闊：雨ヽ）たフェロシアン化シりしコニウL\,i I. V. T(;l. na.naev ら

の散告，：：ょ 0 /一種語の化信切が生放する荼ィ手t｀咋っ「2.。 ZrocQュを 3N HCg，＝溶
カ＇しい容汲［と Na』昆 (CN)f;と 1.4-NH改にぅ容ヵ‘l に落磯ょ作った。このi容牙更ょ島長(Q)、
／名oc仏＝ 0．屁割合によくガきまぜ‘ながら加えて菊殿直った。苅殿ど：戸号i I'  
戎事／蔽煉後，i、; ~·、も‘ふるヽ、主ど［て 200 _;_ 300 メッシユを/\ヽッ千；玄，：：： SO-/oo
立シュをカラム：去：： I可 I I に。
令配伶数：I 知ぃ測定：啜着ィ本 o. f牙に放紅1封彎を含も容液（約 /0 万 cpm/1n£)

夕 n1] を加え一定叩向ふ，）まぜたのぢ，呈疇症（8"000 rpm 3 分（旬） L fとJ:..i麟
疇叫罷之井戸型シンチ Lーション計教袈詈ぽl 定［常i玄（：：よ！）箪出{fと。
紅栗

(I) X像廻折（粉九広）の餌果： 吸着ィ本0X嚢f 9 -ン遺讀旅K.`
D-3 F 型繹慄 l fことこう巧有の X 蝶',o ？ーンさ示 L 食品l9戸ある二とが認の
られfz. 0 

（え）塩＇約尼怠、，i加知戸＇の分配係致の夜化： 完，二行「よった 7ェロシアコにヒ
モリフ｀｀デ＇ンの o. J M 酸晶夜中の Ce 1Sr のl<d I古）ガな，）克ヵ‘ったが｀ NH訊伍かと｀＼
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の直の太閾：：ょ→て急‘紋に蓋威少‘[ fと。 L ヵ‘L ながら 7ニロシアン化こL コニウ L\
0.5MN叫03 ぅ毎水 て泊t左の表ハよう I二｝話畷

勺玉 2.0 X /0'I- 5.0 X /03 /.C/X/04 アンモニウ A の I‘泰blふ二よつ
60(' 
'-0 1. o x (O牛 5.0 X /03 q. q x IO3 て急虹：：ク因か L なかつt2.。

ヽrZn 2./, X /04 i. 3 x I o3 /.6 X I O'f- フェロしア;..｛しニゥケ ,L,

I牲Ce 6.ox IO3 /.0 X I 03 bｷ b " 10ュ フェロ L ア汀ピ銅／フェロ
gSSr 3 I I シアンイヒコ Iゞ,1.-トノフェロ
qrzr 6.5 X IO千 4.4 X 104- 5.4-X / 0牛 しァニ化亜鉗I1呼Ce/ 夕;、Sr さ
/06Ru 5 3 2 ほこ人ど咬喬 L ながったが｀
咬s 1.g x i o牛 S. 4 >< I 02 I. 3 X I 0牛 アェロしアン化ジ IL..コニウ

ム ,r 唸心咬薔［，これらの汲希i才の挙和心活干祀 rE る。
(3) 6fZn の汲薔挙食とジ宕土I : 這酸が繋度と 6笈争のら翫係数をいべた甜
果とン1だ 1こ宗す。

逗醸灌度， M Kd 

1 似？ >(/03

2 ／，千)(/03 

4- 2,0X /02 

6 2̀'7X (0 

8 之 卒
/0 :::0 

Il.5 ::::O 
幸出衣(1'1'1Q)

このような K久のぽは Z尺の r9()fを加之てtあま I) 夜わらながつ（とっこの系鑓 b‘

ら 7ェ 1コしアン化し‘IL コニウ勺のカラ A に成肴 l r2‘咬Zn （-;J:: 10 "1 Hぐ£て＇ゞ宕出も‘さ
紅予想て｀走る。カラ~,、広て．、実際，＝凌出し氏結果と石 I団に示す。ア::r::. 1コしアシィヒ

声らは酸d) i鱈.!. t泡すと；詞するバ｀ /ClN Hばせ｀ラ容出する (/)1 まカラ旦，＝啜蒼 L f2 
絡ふが 7ェロしアハ化亜盆とな 1) (ON HC｣. i'i＇窓解，i容出するのて，、あろうタ

（千）カラム法による毎未中の放釦到咳穫のキ南集ぁ、よび碍袖：
命未i £に放紅性枝梗さ加え直醸釦和叫て I 0-1日に LI Iぷ 3cり力うi-\ I疇し
tこところ 1 'iJf'Sr I 106虹 I;t /2 I讀立爪す｀｀／炉 Fe, 6ーCo, 6s-Zn, 9乞Zr lま完全に啜尉｀‘巴「と
。 ION HCい‘｀ぅ容出すると只Fe, 6℃0 I qS-Zr /'J;（まとんど＇羞条出さ瓜オ｀｀ 6SzV1 の叶ぅ窄土
さ爪tと。
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極む遺度にあ勺謬文身1位 1司征係の洛存欣熊の研究（その<,)
lAlo "11 1しカヽ）渇求ヤ l ：：お、1 3 /Jドミラ L1 の条存吠躾につりて

（原研） 1左咀忠， 命 l’l 富七人

こさ心榮盾ら 1 ふ、p /-I領t釈にお，Ta ィ炉濃度の Cd の翠存．i噂謬速這沈法によ―
リ木食利 L' p H J-対迎で｀の吸着コロイド‘の生成および‘Pl1/ 』以上がの息コロイ

(I) 
ドの主放 l".: つりて殺告 L た。 その序ノ／バ以上の心 OH 洛衷中 z‘9 Cj迫荘
がを激にイ合下すさ現象パ認めたが｀，その危 l因 ecd(OII)z の今散によJがフピ拭

足 l t-:...,もの文，この芙につt) z さ <;1 ：：詳細に検討した経果／ア IL カリ洛没和｀｀
のイさ裟皮 C4 つ藩呑杖‘砥iこが）て 1'9、｝生の複知汚痔干の知且ど得たのて‘‘叙告すJ。
〔ぢシむ］ カドミうムの［、し一寸一乙して 1 J 1 煙担林、fノ lo?Cd e H C-€ ，系戌ィオ
ン交授法により社製して使 I'礼 L た， 7lくら‘よひ汎‘隻贔髪 1,f.全て希級t ts]じ、であJ.
()). I\‘‘ 、‘l チ法によ』”“"ズの測定。ク， 0 / ~I O ／苛廷、ノーク＇溶没i. 0 H 翌陰
ィオン交授樹脂ビの間の CJ吟釦｛教を測定した。戒そ rm／ノ樹翡誓 0, J-§て｀＇
24 哨 1月放営復，澪没 l 叩／と採阪 l /1cf 2 直桂溶応： L-z:: c(!_ 望怜イオン
突キ俊樹脂ガラムに CC.1 で吸羞させて仄冷う今越すJ。その役 Cd ど Hg 0 および｀
:2 11 Ht/'03 z器舷 L て試，糾皿 z‘'乾煉し合ーパ計紋管ぐ‘I°をd の放射月Ea,/定 L
1 棟準乙比餃 l z. l<d ど計算す』。 Cd 渇度 I()-3r¥/ Io-II パ (Ct<.>'Yi'er -f r~c) 

につりておこなった。

(.2.) ｀忠速立沈項によJ Cd (oH)~ <TJア IL カリ：忍液への溶硝度の測定。 ポリエテ
しン製這氾管にCd.'0 o、 0/ '1/cf M 吋但、ノーダ‘；冬浅を入れえ«芍 1旬旋直後双000
y-f m (6 oooo x g) Z`‘I 吋 l筍逢l四碍させ上 3登 l WI ,fど採取して（／）と l司我ワ
捻作て辰閲ぅ Cd さ令絃 L て心 Cd. a-;放射笥€む測定 L 叔平t. tt軟 L て C』の
這況まと計簿す』。
〔糸芍果J イオンヌ夜の虔牧より得た l<d の対赦ど寸はソータ｀‘<T) 5もその対敦l：：対
L てヂロットすJ'l. I 心 OH 茄そが‘I I)• ~/0 の飩団ず／ 0 —ヽバ以下のば
,J - I '0予Lをもつ直捏<.11) 1知ゞ得られJ。 このキィヽら／、更検茶叶ゥ範釦‘‘② ,a
- 1 の芍竜色｛っ唸イオン乙して存在すふこ乙づヽ｀｀のかつt:::../0 ―6M 以、上の CJ
っ渇合 l:: 91, C (OH)ュの文肪しのた ~lこ尉）デーグが‘19 うれなかった。
立如去によれば｀， Cd 濃 r史が｀ I t)-7~/0ーハパのも知｀，洛碓 L た Cd っ壌度

土？l＜甕ィオシ5農皮か績ぶ約／ 0 ―:z o が一定又うJ :: （が‘わかった。 Cd:" が‘‘
I ()ーら4 以下 Z``心 ,Cd 濃皮叫謹、なく逗況率が｀一定のパ 0 H 濃知‘｀：砂 L こ
の法則伎ぅヽら外れよ。 この灌没範l祖ざぱ辻存ク玉か未加 I 、̂よ 1 逢沈．李の
堵加か｀‘穏められ d 。
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｛考根］ I) マ＼しカリ 5名没中でIf) Cd の条存収｀原 11- I イ面の唸イオンで｀あJ't, I) 
うこtかう， Cd(oH),'が町卜生化合物があ 1 ア IL カリヘっ洛絹廷では (OH)2 ―ぅ
叩 0 :z.- t H t `L 考えたJ. Piater の枝告（ユ）が確奨 3れた。

‘’R) 2)、江廷式から (l-(Cdo;] ビ化］の手負ば一足~ g Jミどが｀ボ 2 孔J 49, 
繹｛若栗 I1 は違!l_ I O -'1~{ 0-ダパの貶 OOZ‘‘ ：：の l勾仔、もヽ．、成 9 立フた。この知
ぼ｀芦玲絹反クぐにおヴJシ苓紐及棧 (C訳J-[OH_J.t に対して，荻乙してり
Cd (OH)この訊及腹とき、味すJ 4 のであら

3) 、 I Oー、バ以下~ Cd 心マ IL カリ塔液I：：か）て一 l 僑の戌ィオン乙して落糾
す 3 が，一方、竣'l L ての幻0//)2 の埓維度繰に立L な l) にもか、のらす｀遠立さ
心。このぅ農及菱I町のア 1しカリ浴液中て‘‘の Cd の考存版患::.つヽ） Z I .Jさ S に検討す
泣字があ cl.

'1-) Cd(OH) と＇d て 71王危t‘＼這ァ IL 力 1) 落液にもは 1 ん乙‘‘紐 L るりが‘I ィ如農
J屯かi乞の＼匂性の蚊に浴簿 Lて\.)ふ。このような現象 I なイセの元、東 I:_ フし）ても予想，
されJ `l ::. 3 であり(3)) 徴がり賞叩屈ぷ懇紅検討す d .I:: z｀｀，不純拘への吸着乙井
1こ考危，すべき l合ケて｀、あふ。

(1) や、Il ．ィ町租；沖 I I I司放炉ヒふ討玲令謂浸 ( I ?ヽ 7) 於東京

l2) J̀  Prat eャ z `釘叶3 、以 eII,1 ,Chem. 17ダ） J』 I (If2ど）

(3) M 、 P。久Yba ix ; A如。f Eleかciがc«-/ E炉lrhi^)砧emon 厄{Ifヽ6)
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シ紐塵中極叙音.210p。バ珪択態 (I)
lA14 

放医碕 ゜f拉泣ふ・珂初炉謡

旦竺 2IOR這、大晟中においては，地上に放出ざれた R-1tとその壊愛生成｀物
との 1旬に非単衡セもっ 7存在しており，その骨 lま秘徽量 (~/0ー／タC;. (=-10 —199-) 

X0 p。/元3 正）マ｀あるので｀＇，その存在状態どしらべることは，戎，J定の面から非常
にもずかしいが，地或化学終曼辞伯など＇の分野においては輿味深い。 I固体 I二お’
ける叙曾放的性物喩．の許在択態t研筑する方法は孜少ない。なかて｀‘も比較的向題
のすくないと思われる瀦忠衣と中，ゞに，シ名遊急にお 1ナる.2JOr。の店在状穂としらべ＇
マみた。

虔黎加去 ミ IJホ＇ァ万 Iレタによっで集塵された大気浮祖邊試粁ヒィ輝し
た。大気中に屁在する 2l0 p。は，極叙董かつ曰変化があるのて＇’,宦陳の虔舌使を行な
う場合には、サンブリング直後の試料と 1 年以上放匿した試料と併 If) L て用い，
砂うち放射能強度のフよいも0)さえらんて’'突験 l涙 L た。か、）に分ガrしナれた約
芳の2.1Dr。を仔五呵，後寿をみ叫’o とよぶことにする。実験如去り猿樟Iば次
西土）てしある。

(/) 紅駐謹 I二よる溶培住（凜武法）
咋身の江釦化学討絢会にみ、＇マ弄ぃ告した方法と同じて、ある。すなわち角屡済試

料g分嗜，jし）一方 ll柑緊準如理によって2.1op。g分朽し，他方 1ま魂企処理 E 行なフた
のち，ユ10 fo き分ガT する。両者て・来｀められた2.10 Po を比較することによっマ溶鱚ほど

示した。ぅ落供方法ば、お II エ午レン容器にダスト試料と荼品gぃれて， /0分向さ
3 1ヨシェーカー 1：：ょ 3 廃とうを行ない，溶出卸分とネシ容物との分蘊tt良洋口砥ぬ

立／こよった。以磨出樟作にあ Iずる吸羞その他のオ屡たと今·エヽ‘/ 7 す 5 T:::. タ) I ぅ忽広牙さる•
よびわ怠均 1：：：ついて各マの分がりど行なった。

（ユ） 集危ふ甜料のオートラジオグラフィー
ダスト試料と原子核乾阪（富士 E7-2F 型）とを宏着させるコンタクト法 9 こ

より行な-, T：：。ー紅詞冷暗宦 lてイ釘年後，現1象処理~ t·こない，光学9梓遭 1: ょ
（戸opo の飛鈷き棺知し，その分布状態がどのようになっている力‘を観察した。
(3) 卜しー寸ーレベ Iレ:uop。イし合拘のシ容酪往

丈気布分と江0p。との肉係においマ推足ざれる化学種たヒ之ばPo O.,_, f。lR. q.,fo(50,Jユ
などど各々I-レーサー青嗣樅レ 1 たマクロの遼負財｀年を券、先にして， そt7Jシ容緋性を
しらべた。 I-レーす一危の化学社の 1輯足が困難なのて＇＇，文転 Iこ［たか・うた加去て＇’
詞恩 rこものを一左·その化学積と（た．
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締泉および芳察 大氣中 1 ：：：存在 L でいるシ条竺虐中2.IOf 0 の存在：杖：終ど砕究す
るに 1な，炉ヰ2JO f0 の季転と直叫観察 L T□ Itればならないが＇，紐/itそ＾試料
が一定してf苓［： ＜し＇ので＂ 先っ”は一左·の食穀方法の目卑とつ 1するため，必4 ユ°fo
の索聡から汀掛（ナついて．．［ム2.IOf0 ＾とすすめt：：。各社試｀果による考酪住の食詮
て．．は、必唸 Iこつヽ，ての系舌果 Iな昨年すて．．に発表してある．ムが4呼o ／こつヽ I ては．

なかなか迪当な試料が得られず，釘聡例ポすくないがHふみ、らぽoif, 6NH迄

H2.0 Iこついてみるど，前国q栢果（臼.1紅）と大応司じ餞句て••あ 7 た。針合も
該料が裸取可能次牛心呼i7 i::. 0 I旬係を 1か、ナ I) 、すせてし＇くつりり Z•ある。
原｝該乾板による今立違追戸ま，集中した様遜からの佃踪［ま全く見つ It rこ｀す
ことはで．、、キなかった＇すなわち丈気中ユ呼o 1本， 集中して塊とな＞て、tると、！うよ
リ l1 割令ば｀らばら I こ存在して LI るようて••あるっ

トしーサー昔とマクロ母のう危結住が（司一季勧どふすかど｀うかを克っ..fo(SOq.)• Iこつ

i I てしらぺつ 1 み＆。つヽ＇て..fo Oュ，fo 伎牛（：：つヽ’マも（司¢｀く硝唯／：：： l て、，＜久‘の

瑶在も継経牛てある．
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2Al5 

テトう 7 :i:.ニ 1レず、う緞イオン K ぷうストロンナウムば）が溶帳

柏土

（東哀丹大，王里） 0 小松惰 閏根逹セ

目的 セシウムー／ 3 7n 分紐 1ごff. §大 r叶含イオンとのイオン対と L
て極t]茅t甚に抽出すシオ法がし 1ずし l で1和 I られるが． こ-tt Iれを西が，J、 T くかっ氾
が大 3 いイオン l穏キロが 1J、了く．｝たあ 3程店藷惚幸 n 志ぃ l忠牡中乙"Iす｀イオン
灯の肝紐が‘起こること 1 ：：：冬→‘い Z ¥I ~ •テトう 7 乙二 1し不ウ咽イオン(Tf約と＝

トロベンもーン(t=JS-)，，今且令ゎセげ．こ，，日的に I 1r1 l f面 ll うれうが、苓ぷ

咲11 以れも杓和溝的に閉題と「ヽ~ s,.(Ii)がこの；和碁袖出チ乙｀ど，，ように行わす 3
か這）史 I <'7J'紐..t (1) p靖釦汚餐し、合わで？宦花IJ t檜ヵaとイオンが知滋‘”‘`
四 F う n 昂墳屁tつかを袴訂し r：： ↓の乙フみる．
虎験 卜し一すーと l c 呟r t吊 ll. 分砒Ct Iすt掠i~淀 1こよっ E ．ユ04

の文栓‘Af孟虹},~. t-し -1-. テトう 7 て:;. 9I.,,本ウ諮すトリウム宰i夜を加力
免 I::.9k ヌ"退t届手硝ナトリウム冴宕i夜t加え之夕4とし， ~ tk,-::ニトロベ｀＞セ→ーヌ
1守トリオ 7 テ，レエス 7 ィンオ千サイド (TOp 0) のへ干 T 以塔if2 t夕Jio と 2研預
的にそ品とうし虚心令紐した浪、各荘かう枚和貪環I兒用の灯科tと，た．
数が1房兒 TP  B iトリウム 11. 9K す訊’乙＂も二,.. 0 ベンセ｀吋祖中てt

卓窄..t虎令肝紅 I て ll 3 と之れ 2 "・リ、：かの分祝虎敦が得·らck, 2 ll る．亨
KNa = [Na...] 。 (Tr B1。/[N』[TrBj = 8 l --- (l9 

Sr(IL) 11* 干り中で T P B―とも d&―ヒt会令 1 「Jいことが推定土士 3.9 す ES仇応）z.
n柚土 lF 全校 L 1昇~. ニトロベ‘ンもレー9K i危i夜岳 Z~h 分尿tclキー椴！2 ，
D ::: （［ s -tう。 +rs-,.TrB10+ ［sr( TrB )..]o)/[5 1-2.,. j_- - ( .. り

抽出手f軒と叩奇柑内の会合の平布1'1.
s:T+ 2 Nふ．）ャ 2 T PB[0) =Sぢ。） T ユ Tr6;0)+ 2心
仁，＝ ［SざJ。 [N寸／［S打［心）。2
Sぶ) +T r Bて0) =sャTPB1。)
kュ＝ ［SrTP か］。／［S均。 [T r 図。

(3) 

(4•) 

(5) 

(6) 

Sれ：0 ） +2 T P B70)さ今 (T f'B)z10) --- (7) 

栢＝［Sr(T P B)』。 /[Sり。[TPB-J。.z...... --: - (~) 

虹鐸i干で1古、這） 1r和 ’1 ヤーフ＇）ー濃度{Jの吋由出によ，て [N訂，［Nふ，［TrB1.
け考化し（Jいとたようれる。中えに [Na..).z[TPB‘] 。
D = K1 ([TPBー）。z. +紅 T 昨）。f-t fc:3[f PB-J．勺／［Nよ） 2 -~ー（？）

F;1.L IT ．水柑を()` I 叫uo止し、ン如玉Tf 5を切えた時り珪 Z切＇）．勾私
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11 t 2 !::.「Jぅ．

F1， 1.2(f．水キH E* 1：：：心 TP紅加えた年の結足ごぁ').畔l"ヤ左下がりであ
るが勾酋Cli o lコ虹ぃ． ` 

f,'~,31;. ＊翡 l ：： 1-rじめ 0.o lM  NaTrB 5 加み.::.れにい 3 し, 3 T,J昔の N^uo q. E 
加叫らも n む勾配I1[uoこ］の討i大ヒ灰 1:: -2 1＝虫；→·く。

F1,9•2 
2 

c ゜
゜. 

゜

゜t'"'-1 3 
-2 

゜
。~7 

゜
ぶ-1 

-3 -2 ー I 0 —+ -3 -と一 l -3 -2 ーI O 

勺(TPB]。し，国）；＂：如l ム1[UIO←]

F,'1sl • J n4雑 Iす．盾情柑中zぷ国がTP B―と令合 LrJ 19  z-sダと 1 2 ぅ宕存し
ていうと房狂（口,r枝哨；； WE 乙ーある． 可 rヽ わら F,'3. I 乙臼ITE}` l1)成逗分か］

叫］泳ーをと汚ぇシれうの乙へ抽土曲蒋 a オ
勺 D = 2 勺 [T PB-]+ c1 (F ii• 1) -• (IO) 

I'S、 E3-・0) n 紅ヤー I釘 ra わら、 Eq・(2)分わヤーtg g,  r：：：ものとなか手 E
水祖ヒ叫04 が存げ小げ"`[t-J応J=[Tm ［叫＝ rTPB], ”とに幻［心］;.[TPB-J.2ヒ
房え；れ、 1足，て l司 l-< Eg n) のヤー填かう．

勺 D ：：ら （ F,'l ・ 2) —ー・ (lI) 

f F F、99 ｀知｛1 ． [N:]I1Nauo牛ヒ I '2加るら豆も＂と、必 TrB n クク＊加：：：：残＇
？たものヒ r；るのす．衣＇の、式‘も房l9) 碩立ヤー埴！の.,,. 1= あたる．
p ＝にl rT P Bば／（cao4-J + 0, 0/ -[Tf B―J.)』 (F,9 •3) ·ー・ (j2) 

”和 1t\いヘキ寸ン— TOP o i鬼碍へ 0釉出 l1. F:1.,. I ~ 3"栢果とや←更
な，たが．二 k （りぉ•そう＜狙奇袢内にq;,けるイオ＞心合 1ご Fるも n2ーあ3う。
伶仕 TP8―イオン,~ -1配辛fを n-,:.. そ 1 ヽ C;(I,691)Rb..(I. ~ i 1'1) i;,と1n 栢か：：：肩わ力で

あると角えられて II たが．本み9知栢疑／::: f ch Iず 2 釦半径／尻゜心をT 乙イオ
注拉 l2 f内出コch..しかも二 ,..0 へ．．シセ｀ンキo z辛宝上肝紐 I z l I i3.手 F 更 1:=
穿ー TPB― l 'i. tし ToPO のように 1盆和立9咲ぃ＇）かンド己力n l, 3 1:f >Iず、言秀
＂の低い（炉 2) へ干↑ンにもイ T 河と 1 乙 1吐可罪である．

l9A .r:.の村昂こオダ『す(tぢ’的砂せと 1ヽうか洟から見中（ず．＇f広分裂主A`1勿中43乞をTfが
n イオ‘，，，，クすと I 2 柑ぅ土す 3 t易含，＝ lで、 もし朽；りりr丈存すれ1ず条件I=r, 
文に袖出する 2 ヒヤ予iり’l :rcf\ ~. 

費 T.5eki ”e 砂d P, Dげ”e,...,'

-I -.2. 
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:.L．ー。 C゚ りム＾誉ふ¾I f、対令IJ
2 A 1 6 

東窄凡哨

池叫表t 。本吋翁賓｀甘弘一

1 一日ぢりム l'よ．呈元池苓:ct'\取、ヤて｀‘\iか恥吠飽、で埒応＜府托し岱 3 しいう埓
-,r屯区麻してわ！）．｛へ叱賽化乎的分‘k1）にあ＇し、て 4 池の奇Jェ稔元骨、し＼’ょ晃tiる芹勤
しi、す 1均．合り：：和ら斗して、ヽう。 本研呪て＼;r, 恥（1[), f.,.（皿） ^ ；塔媒，［由心‘＼ぇさいの
，，・↑ ¾'h ~し¢Jベー＜ 支」＼うスイオン a 森＇浚守べぢ Iヤぅ芥厄杖應、柏飢）1J滋＾―°）名な｀
し●、 8 しらべ 3,

虔賊： 柏幻‘1 疇しして＼i.:r)イ lしトリ 71レオ日 1’ 也1-ン (WT 丁 A ，剛達
化学；；りげ澤）ち‘ぷが・ジスーエチ \V I\'ジ）レリン翁 (H ¥7-s H'P, I史家に成＇猿）も．
咀t屈i疇表ぁ 3 vへ l ず\- lしエシし＜寿帷して糾い衣。 ユーロビウム Cl 魂浚しして 1'」•
紺 lit::. ::1--_.. I] どウムg付定＾碕I~ ：応砕，希衣レ 2 4¥ ¥ .... g紀屯 3 1 - U ℃゜ウム，
/5Z +.(Sｵ E 以i f< l i• I唸u..を切え（て→ ^ g使肘レ衣． この項為詞，水雑ふり ,,,.,L
をり直浚 a ート 1, と． 1）. §)か閉ふ 1) i・也’て"'1 t,, zooo Yf'況で／ Iか閉逗心）遣し，．i!--1
埓ガ‘り広元[ 8 じ＇（＼C.？卜てし') { a 疇能g井f咤心 1 シン 4 レー？つ 3 ･ 
紐計ぷ位慕 2•• 測定し hi，碩止。 8 ネ｀;A fべさ —•名ゃ＾要駿で＼す 1 ず＇ゴ- IJじ’りム
も惰食1月＼＜袖瓜してお 1. 筋｛くな I- しーザーもな 1 9̀ v、＊該 Iてよ 3 蕊狛戯入ゴレ‘
↑り＼祗Iも比 8 衣．状fズ。 珀守使ォ？に店qー辟とし'.) ?H i i馴定しfく。

D= 詞塙甜叶'4 とりどウム A'は射能（和）

ご)r::1ー ）］：；□\Jー：。紅二c..p: | -Eり竺ぎ。 。·
：名 ：、： 。丸、［：ヽ~,: ぃ[: ;‘ ム：以元(;)l::: 2 「/ ，，，／芦．98
文浚 n 喝遠！1じさ 4\,やずい：：し炉°且勺ガ‘ 0 

し 1 っ 1べ入で.. '3 I如＾ 7 IJ /.-、$‘グ舟!JI乙乙 1,._ 
、、ヽ；へり屯鈎，11 ，く）レ、9Vヽ、レヽ尋孔，t 'K` こfJ' v\. p屈．25

r 〈弘）久芯泊下て·油弘沢駿と定屯し・（く。

ぶ l1 、1Jヽ兌倅も適し 1べ扉浚\) -\--、'f'-" 1¥fl 
ヽ k’ て { fっ <. 屁I笏 I1 じを't‘う・ぃ衣'o

ぐ忍果： 1)＆度付i1 ~·l 1l してオ<1月 1’、1/ IZ と．｝両予

• : 9•こクJ. i:) •し＇りし、＾,)浮）も屯ぃ牙こ 3 彰

＇｀：ごとしウ＼・只誌菜と図 I Iべ訂、す。 H T1 

-I " _t易令、 F H し．f§ ぷぷ仏ーくしi’硝邊イオ

ぷ゚。 lo

-1 
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•• o-0-C· 

-1 -2 -3 
ベ9→hc-0―—ユつぺ0-0-

ャH 3.75 与(Ac-J

図 1



｀，梁囮 1}: o. c ／ド＼よ＇）肴四す｝とともに 11)"匂tct... ＼ず裟~'yす 3 i噸句 Iべあら。 しクーし
しら＼｀化fH J.？よ～ ＄四＾社、 I~ しくも’いて研祓 4 1 ン培度1J.:.. I XIO一乙月以下であ
↓＼ば、祖さ v\ r:翁 A づ： ＾影羹，J要、：砲で•ぎ｝ヒ秀i... Ciがう。 2) 印碩 c豆濃度
と C CI H Iてあさえ．水t月ク？ H 8 tぇてパl已比＾営化としらべ（＜ャもい、紐昂 a ....... 
例を＼忍＼乙＼ー、勺か臼＾）砂て••，箔恣科、ギ＾丁 T A 濃度も皮ぇ（くが応 4が1 g国 3
（与゜一与 (HTT、キ〕叫；4）に し｛中＼‘i:· -fl..示す， ＜也 a 条i乎ばー足＼＜位っよう Iべし．
兄中＼ ｀も-r'- 1図‘ヤ Iズiし｛／ヽ• I乱ヴ｀う叫らがりーよう＼べ． pH l/-迎渇＼ぺわいて 1i与 P Iす

｛与。：： 3 勺 (T T AJ;m;t;aL （ぺ）
ら P =3 村（ぷ）

て＂あ＇）． ] （べp 1--¥ /~J 0\由只おいて HD EH ヤしてよ勺祁似 a t,t果 4 司f［で•あう
d で• 化 4 疇i ?•• ＼ず毛1,(.3ヤが1屯科？・・ 、その 1 イ臥に 1噸出＼言おま社 R 3 （同 a 馴令
て·誌合，利俗、さ中＼うこし炉中）か 3 。 ? j...l 了 a 迎俯 z・ 1ず．与？ ＝乙庄＋ K” の
仰和＼べり―}./J‘9 丘 (c H戸 (i fて＼J乙“け TA) 2--t) -ti::屯庇＇してい 3 と秀乙ウ
•\ 3 。 西£てしす 丘 (v 1-1)3 ｰ (1 fぺ Id 丘（丁TA)3) ^屯氏＇企｀年咋3 中I..る。
戸（u:.) q恥祝比li E以（匪） a ぇ収し＇、叱レて ,I ヽて••あリ． o. I H HT1月：冬淡·'&.ィ丈ぅャ易

令．f, 1 移危分＂棧イヽ可能し秀しウがぅ．

3 ~ TTA-CC:I+ I e 
0.04tv1 TTA-CCl4 2 

o.o1 M Acetate buffeT Soln. 
0.1 M Ac.eta.te 

5ｵg Eu ／一一 X 5ド1 Eu 
2 ト

./ 
0300µ3、 ElL / 

I 

ぶ゚゜I -2. , i -1 
゜

C) 3 5 6 

ぷ゜ pH -1 

-1 -2 

叶 f 
-3~ 

,, 図 3

図 2
x , i 
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アメリシウムの化学 (3) T TA による低緞性度溶液
2Al7 がらの Am(11[) t11拉1 汰

東北犬全研 鈴木進 0 原光雄

ァ｝リシウム(1J孜も忠定が点手厄瞑態ぱJIL伍汀り…希練性月菱夜でぱん足t /2才ン
として存在すみことが知られていかしかし化が約＃以上命名液で＇ば加（直）
”口7k介絹生成物l7J齢馴：： Jわものと厄われ、る竹異な毛象（たとえば‘ゲ’紙ぐガラ
スの器壁など＇への吸着）が産息測されていみ。乞こで‘丁TA ークロロか）レム埓芯滋 l::.
よって Am（皿）戸饂序怠ヵ臼恥‘，｛翼醜＇r這溶夜にお 1丁みん(JIL) t1}溶屁疇と
唆討した．
皇 。、J M 過癌素緞ー没極系酸ナトリウL＼の砕'A叫瓦）の溶液と屏塔の TTA
-7 ロロホ 1レ叩麟乞今液口／卜に几れ／0今P計振とう L た。速心今紐した綬両祖
がら一足党ずつねJ 1..-ケレン製試験習こ務レ，井戸翌 NんI(T1) シン午レーション
ガウンクえ測庄した。？H の利定1よ 7k祖の一郭と用いて行った。また比較叩三
め/!i2f以JIL)を用いて呻泉の戻験と行った。なお紅iひ匹は通常の方法で‘婢広した。
結果ぉよび｀考察 O. J M 邊枷奈暇癌洛液と丁TA ークロロずヽ）レム溶液叶恥 A叫［）
,J)釦貌虹pH の OO紋として求｀めた給泉ど第 1 図に示す。由線I1 pH の喀加 1サイ序
ない練き的 3 で｀J::.-屏し紐大に達した後 1ま減少すみ嫁（司がみられク。同様なことか‘
E礼（直） C1J場合にも観測された。 これらの 3 

結泉と産董的に説明すみために）だのよ）
な紅扱いと行 7 た。屑緻｀租および＂水秤 1-::.

仔在するに学穆とそれをれ A]I'\(OH)
ぁ＇よひ'• A互(OH)よ3-r況）＋とすると柑池；塁塁諾
ぱ泡の様に表わされが

(3-r-mJ-t.... _,_____.--, 
Am丁~(OH)況ナ (3-n-'-r)H巧）一へ
Am万叫OH)n,(哨)+(次-n)H.,_o",.,,+ (3-r-m) H十 ぷ

ここで｀ HT {'J. TTA今チ8-, Tーはその釘和維 ゜
4 オンと表わし，哨綴組中~ J,t葬茂にの
み “o浮’'とつ 'T みことにする．平篠足咲
いr と今貌叱 DIむたの様に徒殺される。

汎cit,..-ｷ 3如r
kmn 卜＝ ［ Am万ーn(OHK]。叫0]咋阿J

[Am丁ャ (OH 幻l7t)+] [HT]:r;-r 
D "'_l［出元れ(OHん］。オー

又 ［伍Tr{OH)~ーに加）ナ］
況 r

7
 

-I 

ール

[HT)。守砕I
I 0,3 M 

,i 0、 1

3 0 、 03

I/. ().ol 
S 0 、 003

3
 

5

因
H
 
P

l

 

祐

ム 7
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この 2 7 の式を怨且合Jd:;.,対穀罰·こした後雅文分 3 

す々と表終的にジ友れ式が専IJ‘れる。

叩＝ 3-（炉f几｀ rf双，r)
叫 [HTJor}

叫 P ＝叉（mr) 九、r- 3 
9 ら[H可冗，r

、、：：：て‘‘拉，r （1 水租乎iT)如(][[)廷麟のうすで•:
A元「r(OH);)況ナ）冨占ゎみ阜）合）九11 屑戌姐平で｀ 、＇゜
A況万n.[Ofl兄。"'J-) ~占める阜l 合で‘，晶知＝Uか！て‘‘
あみ．従ってム P 対!l,. [ H1 J''1 (fH勺口足）
あ＇よび＇如 D 対ht.L H勺（国］or; 一定）乏 70 日
ットし、その由続が頃きから況，れ、 r ど求あク
ことがで＇ぎゐ．そのフ°ロットの鈴泉と第2. I 3 

国に示す。乏れによみと pH 三 5, [H丁J(J？る 0,0知

て｀＇は加定丘 0 であり拍仕；平術lむ知サ表に晨わ
される。

A記+ +3  H 恥守）合 AY'l,丁3((Jr3-) -t 3町
しがし pH 2. f,［けT ］。 rl L /)、 0 ぅ M て＇＇［まi'il.のよ

うな抽立汗街が芳ぇウれ~.

(A) A叫OH)2-t+ 2 H石7-l? A心(/)H)toy})+ 2H ナ

加T2ナ +2 Hl;o~がそに応。r;) -t.2.. H ナ

(B) A 双7(OH)+ + H万。r9） ⇔加丁ュ{OH)(O"J-) + Hナ
A□2.+ + H[orク） • A汀 (Oワ） + H+ 

(C.)加T{OH)2 +HJi叩 ,=Aバ/OH)吋） ＋比D{oつ）

如T,.(oH) -t HT吋）-='· A況万吋） + 比％"J-)

(P ) 伍丁ュ(OH) 合心T且詞）（01°})

Aふ~ A..... Tう lo ワ）
(E ) 如揺H)：ナ 叩~ A,nTz. (OH)吋｝＋ H2.り吋J ―み

加万{OH)―+ H寸⇔に万四｝ + H2.0(O7) ] 

p H あみいは LH,] 。r｝の噌丈にイ争ない伍（皿）の
今配 l遠考了令乎術及応が(A) → (E) に移るこ
じがわ1Jヽった。 これらの呻広乎街式がらわがクぶうに加叫三A,.,.{OH}z.↑などのカロ
忍釦袢虹鰭りが加玄采術lてを象g疇Jど県しており 1 しかも抽虚咸碍さ桟及雑」二し
ている。 主なみ平術り釆篠淀牙文乏 curve fボI'n} 法 I ：：：よ・って求｀め考察する。
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2 A 1 8 

HDEH P| こよる Am, Cが仇介難但
(1) Am （皿），（ V) 01本勧

届研 渡辺詈舟 i匂 l+明

（目的〕 Am(V) i T:l i (VI) がら C⑰(.mJぃ今雌｛る 1 ：：ば誼性者和：Al↑る
フッ化物元般． TTA掴出， HDEHP逹祖 7 ロマト 7'・ラ 7ぅ去，ア 1レか 1 ↑縫汲
l こ比 IT る児き酸穫均訊ぅ屁去td--｀どがある． 本板でば照射アメ 1) シウムがらキュ」）ウ
ム瑾難する目的で｀9 rJi (2-e戌1l 伝凶冦os庄釘I'C acicl(HDEHP) I::. よ
J, A,w¥ (]I), (v>0 掴出挙直刀をしらべ仁． A小(]I )I;t, ら (1lL) 0)挙害屁推定す
る r：ぁ，スダンドインとして 1吏用しr:.
t環鯰ぉ訊囀J 初！量nz4IA呪を用いて． A仇（皿）庄J.び（V) t.吸収スペ

グト lレ測定により瑾紐 L 「 `.Aれ l れ対女肘餌逍’図：より定是し T:..HD l::- HPI ぷ
霞キシしン落液として｛鱈し仁．
A況(V) 噂鱚ん（皿）0 0. 1 N疇， O.DI M叡燻訓ウ疇年 60""
叩で約30分加，熱'\~ら 1 可司量：0)豆偉⑲知リウムと加え，前述の条件で加慈むし
{｢ Aml i 71両： rり。う杓和P で約 \0今冷去仇 T 濯ら 30％邊酸化水案 0、 os,,,,.1
を加えると， A弘（可） 11 r ：ドち l:Vi面心呈元されふ（図 1).
A仇（皿），（V) のキ胆広． OJNE肖敵， O. 02M過詩俊か1 ウム0A叩（皿），（V）

ぅ昆合溶液t，等容量O HDHEP とオ辰）合もJ1If西および｀v~西仇鐸江しが託i:
。両層の A小(JI[) 13 503が／，凶1乃吸光度tぅ則定して未‘が「こ．iド AぷV) につ
いて（ 3 ， 71＜和祐い租畔l て｀｀くり返し罪出し ん（m.）を玲ぃ T:(/) ち、両厨
幻文肘喩鼓測吏し r:. ~0 ようドして束‘め T:Aが（皿），（ V）の分函己比IJそれぞ杜
, b:t /,(~.5 :t/,.2)x. 10-3 である．
拍幻紀浦欺層と外く肩0 吸収ズペクト I立図 2 に示訂．有様片 I り A~(]l)であ
か水層c,, A心の丈的介I ごVi面である））9``, iy‘量のI[_1西可忍がられる．
以工の峠果から H DEH P抽忠 l:. よょ舟‘難操作l' 2 回 LI]逗し A')\'\(TIL),(V) 

の収率どしらべ｀るソ｀ととし F.
分難操作．過疏成かl ウムと温該心l＜集て処理し T こ A'1"\.ぅ容液と某蓉量0拉

“lJで 2回抽幻る． A'W\{7)尺手玲l 訂刀西として才＜片に残‘る．有苺寿に神出され
r::.Am(III) ピ鱈量01 Nk肖酸で逹神出し， アルミニウム 2 が1と加え，水酸化ァ
）しミニウム、に共末、↑亡ふ しれとぅ落軒して 0、 IN絆肖酪も容液tし ふ「土び‘I A,(V) 
吋用楳処理と行って．キ田江ゎJび‘逹神出禄1乍と行う。
A帆の咲辛． 麻詞咋ん各段階泊 l謬心糾女和を表 1 戸示 a. A')\1\0抽碍
が 9 ％芦童びるの I J.罪中、の役過酸化水素直澱落液により Aベマ）り一手が
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還元げ鐸 r：：のと芳えられる．繹it.水索\:_.J. 1) ん（す） ll. 1 片闇当 lj約 7of..
逗元，iれるので］逍錢uk士添カロf笈 t平｀ら lミ罪広い．逹神］む羊，共ぅ屯処埋
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叔屑 東念呵 ぐ既知l丘犬 1iJ金ク 3'萎，iゎt亨も

る犬 t-'f if ,"系＄約

馴げ、糸遺'{ :\••アク↑-::-- /.:.元象））吃 K IJ 多元 I\ Iブfン』tA譴綬
£水ゑ彰夜，｀人、ク・杉秋 u 悠，？l(_ ぐ，ネt }知杓t貶紐す-:i :;,と企t'・うう 0 :;.. ? i浚｝釦：加熱f
クと1，水りハ 11 f•シiC 灼＆ t脅を 1庄＾ J， 1：：・イ＂ン応アン毛シ｀、7 ぃ虞ク，分（1}手 1 ; ::;. t久
和られている。 17 ヂシド直虐：：： ｛匂して斤亥 Af,忍りし． B. 41知ザぐ

.C. A ？砂必加砂りみ妬， M后(_ }1-:::.アクチブ／ゞ元§`)と尺戸し‘•Iぐ＝ア Iレ力
;I 衣，厖アンでシクti)り）耐抵-l詞て｀·多くのク 7 f ;:;.ド・アルカリ •1,•I ヽ｛し 1勿
桟雄の多祝 I~ ? VI て報¢レて LI る。 1• Iレトククハル麟 Iっ釘ガぅ叙危 l1 乾知広1,·
w. 8 . 乙以クら（；心之ヒ 7 ッ必アン乙シクハを戸～え汀゜こで反応2尋

色り広石・ル11:/: を得てし1 る、う伝／ぇ． Iり、 5 11- I ククヘ(,<. t'こ噂邑り
/ 

心み，／／蒻、ご．ょ麿，べて＂支 :;,.礼も、f £ク～多クク 'C て｀如整ガうと葬色り，み，五·

·9叫戸とク 3 ンとを毅倭レて凶る c lC ．勺｝ ｧ Iダ，1J) 1 ッ紀 7° lレトシ，ク久とプ、•ノ
＇，乙，7 `／元ク，7 ムも由謬疹 I戸て．．仄愈 2 心椛しク、グ五這←／，埓色ク／正み・ょ腐¢
ぷ／色～、1誓色‘j忍斥• 7;V屁，e<~ r祖りI'り石砂E ，知仄梵色グ）這、Zr喝戸
t疇たンとt叙條してし1 う。 3g,衣•森て‘` 11 ，叶． H. 屈砂屈広ク．タガル’ , 

ぇ／炉呈液に 1'Iし（、 z ウム亭たち加え緑色り応尻・炒／’と伶て 11 る。［． E．

、人以ら'Zl,, "? I 項色り段み•,If/II伍£択色の、．“＇必昂¢ g f名た二とと板径
ーご 11 ラ。二の社に~'Ai広ぐ嗅和久t` f易り札直釦｛厄危，シょ、）い もを店
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1)く穀

7゜ lレ｛ーグ＇クム［佑夜 1が 1 1 ン交像和蒻 1絹吼 V, 々計玖f《'チ僑f 11/J (1り I ：：
./. !?.,JI;'/l,;1/(,/J (万．夕仮／ん／辺） 渉夜£ ]~し.If屹 J~ /4 ダ］ん／
10" 屹／んア混液に加え，佑戒＇（た況肢£メタノー／し-i"え I影乞；脅レ釦i庶で最
¥; §釘胡レに伎， X 脅I召蒻 IC)い嗜 C 行？た。
X 歪幻臼f('1 痢）iを，11 Jjデ｀バ、（、 シチ／ 力／ クメ 7 (/I f..ヽクル況p) f ff} {{た。

化芍／ク材

（り 1'iv f :::,，ク＾勿色危
光忍t t系ヽ§忽/'.:'；弟榊レてもり／クp t臼念枝｛夕逹をクげ八ー飲肝骰茨’l 足によ，，1.
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リウム (1V) あるいはアルトニウム濯）さ含 L· シュわ酸ァン七ニウム盆；夜に、
ヘキすウーしアクロム(Ji!.)虞し物 ([Cr(N叫CO)、]山） の水噂；・夜さ1! P えると，．とも 1 こ
度緑色e，封恥叱敦さ王ずる． しからの化合物_;) •も心的i•生瞥ぶよび｀紐戒と訪へた。

史．も食と9 話足
/.尤，杖生成．条／乎っ還｝尺
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濃度

っ 3·'") J. 

ついで I ,;,,J,エナルア 1レつールで 2 回尤存しを土2
した。

3．化翌的悸質

這色針択象舌晶．命研克譴こば、ヘキJウレアクロム（JJI) 1 オンり捻色も呈して品
鮮；る。年枷綬こ，J泉］にくく．碕酸に，；ヘキ 9 ウレアクロム（匹）が徐々（こ介分；し
ながら；苓，Jる．しり；•も穀っ飩木ぉよび， エナルア＇ッつールヘの：冬蘇支 11 、 そ小そ••

- 36 -



れ if.. I 呵 P凶／1100了厄0, 1.8 呵和 /100名 C2 出 OH （え虹2 ゜C) で•みる．
4. 紐成令杵

2. で得 r~ 況穀のが1l.氏｀ tょ Cr の含量ば（応）.,.S:i. 08 疇〗令ぅ誌ふで．C.r (lil)さ Cr （町）
峨支応，ア）レカグ，戌にて 370 が"J ;-皮長による吸光尤度法，pu iょ放紅叶的広兎

シュウ酸 1 オン含危 1ょ過マンガン顔麦ヵ）ウムと月いての各骨が杵法によ）よあた
.'t "起果， C r ，和．，らOt OJも）レ只しば /.34-: I 、9 4. 2 9 1直が得られた。 し 9 しと力‘

らこ 9 化含的（ょ [ C パひに加CO)6 ]4 [ Pu (CュO仇］3 ・況 H..z, O である↓とがわがる．

5．溶醇皮柑
4．で丈定 3 れた 1し合物の冬鮮及穫ば，;:, tJ) 1 し合約とそれそれ 0ふ IV“゜'4-,
/.0.:i., /.5.3 N 雌04-乎にふ）』 e• Ii b‘ う放置し，過品、素酸沖 Iこシ客り出してくる
フ°ルトニウム骨 8 放和 1し序的に由走し，算出｛れた．沈殿と乎｛炉ズ柊にあ 3 烙菜
乎ぅフ゜ Iしトニウム會から， ヘヤ 7 ウレアク P ム (Ill）イオンとシュウ醍とシュウ函支イ
オンり鯰青~がわかる。 3 ら［こ

らOt』-, H'~ HC2.0t 

恥O+ —• H争~ Hぷ 0 0• 

Pu."'• CュOti-ユ- ~ PIA(c,,.ot)か

Pぃ (C20←)乞 C20/—~ Pu. (C20<1-)2, 
?u (C心）J, +ら0丘 Pu. (C20t）げ
和 (C心）32-+ C20げ-~ん (C,O <t-）牛'I--

の予術を，考危，いいれて 9 .:.OJ 1い合物のジ容肝度積
s. P. [Cr（ぬH..c.0)6 J4[PiJ.(CzOt)+J3 : [ CrCN沼必0)6 ]4[ Pu. (C20千入］ 3

の 1』を某めた、特屎さゑ 1. 1 ：示した．

表 1. 塙肝度積 (15t2ー C) 

過歩、素酸濃度 洛釆ヰのフ°)しトニウムの量 濃肝皮積

0.8。 え． 83 x/0 -.2呻 3. J < /0 母

/. OJ J. 7 0 X /0 :.Z 3.3X IO沼

/. O,;, 3. 33 又 /0._;, I. 7 x IO奴

I、 53 紅午 X /0 辺 8./ X 10-¥｣6 

f. 5 土 I. / X. 10 心
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核分裂生成物よリq1""-Tc および｀ 132 I 、ジェネレ-タ(/)製造

2A22 

原研 。叉保田益充中村迄人天野恕

I.ま尤爪‘き ウランの技分裂生成物よ＇）和”TC 、 1n I rlJ報枝種である 9万1。あ式

ひゞ l32Te をイオン交換法によって分離し，さらにアルミナカラムを用いて精穀する

方法については昨年I])放射杞学討諭会塁で報告した。 今回 1ま 132 Te, 91 Ho の溶滓中
にお 1する変化，ア）レミナとの挙動）およびこれらの溶液中に含まれる不純物？5 Nb 、

咬u のア）レミナに対する挙勤} qq吋c および・ 1,, I のミルキンフ··収率についてくわし

く検討し，実用化に必要な基号を的知見を得た。
JI、実験および結果 T RR-2 で 230 時間照射 L た数呵の八三酸化ウランを 7規

定硝酸にぅ容解，菜発乾固(I)i紀農湿酸処理をし，最後に 0. .2規定温酸溶来とした。

こ(J);容；夜の放湧時間をいろしヽろに変尤たものを陽イオン交換カラムに通 L, っ

いで o.3, 0.5, o. 7ら規定虚酸で順次光い，得られたフラクションの中の TeCVI),Mo,

Te(IV) の量を求めた。その結果:;t" I 回に示すように 132Te)ま 0.2 規定湿酸溶浚を詞裂

した直後ではほゞ 100 '.1.,ポ Te (lv) として存在するポ，ぅ客液を放置すると Ill個以外の化

釦形が菰茂 L, 24時間放墨した渇合，イオン交換分難の際の 132 Te(nz)/J)収辛は放置
しない渇合rJ) 85 ~65 °/。に低下した。 このような化学形変化 I J 132Te(ra')のみを含む

0.075~ 0 、 75 規定湛醸洛液では認められす.-, 10 曰明放置した場合でも Te(Ill)(]) 澱少 1ま

数°／。にすぎながった。 一方'l'l M辺収辛に対しては Te のような放覆時明による影

響はなかった．

イオン交換ノ7J雅{J) r繋32Te(1Jl），，年10

フラクションに不系屯物と L てう昆入

してくる棧種の量も）あるものに

ついては放置時闊の影響を受け，
たとえば‘/03Ru.. l:J.彰得を受けない次｀

QJ 

15Nb il)-〉昆入量は以時間後処理した七
2 

場合には溶液謂穀直後J)処理fJJ値＼
の 10 倍となった． g 
イオン交換分難で得られた 1叶1o ~ 

Q) 

" や町e フラク、ンコンから 19吋c)132I 竺

ジェ芥レータを製造するためには

1'l Mo や 132 Te.をア）レミナカラムに吸

着し精裂する必季がある。 '19 M。

IOOi/.r 0-匂

/j'O•/. 
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ヽ

ロ
、ヽ

ヽヽ

6of. 

4 0 •I. 

I ＼
ロ

ヽ

\ 
、

\ 
、

0. I 0.2 0, S I 2. 5 IO 20 5'0 し oo 2o0 

F p溶；を放置時間（和）

矛 1 図イオン交換分罪の際の 132 「e（めの収孝度化
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を含む 0.5規定湿酸フラクション5"0惰iをア）レミナカラム (10廊呪中 x 33 惰'/'JI.)に通した時

~~ Mo は句°/•以上アルミナに咳羞されるホ｀，同時に不純物と L て含まれる咋Nb,

103Ru の一部もまた吸羞される。カラムを 0．らないし O. I 史見定温酸で‘洗源した時の

溶出液に合まれるqs Nb' io3 Ru(/) 量は洗條液の使用量が増加するにつれて波少する

1J＼・）この項向は 0` 5 成定渥i酸に比ベ―て） o. I 謹定湛酸のとき特に理れれ，痴f条初
めの 30叫 l：：含まれる咋晶と 103 Ru {l)董 1 まqq M/Jフラク、ンョンに含まれた量(J) o. 3 グ•お

よび 1 ゜んであるポぅ 200ml を用いて准流した後(J) 30バに含まれる量は 0.002 '1/oおよ

び 0.3 0/．にすぎなかった＇ このようにして得られたカラムをq1.... 「c‘ジェネレータ

とした碕の”'叶c のミルキン 7奴平を 2 週間にわたって繭べた系も累で l1, 5容育奸」と

して 0, I 規定塩頭および生理食温水を使用した時うほとんと·装牝なく約 7 7.I。で

あった。

132 I ジェネレータ製造{l)ためには。・ 3 夫見定ぉょぴ幻幻滉如位面妥フラフシヨンに

含まれる 132Te の利用ポ芳えられる。 この際 0,7紅兒疋温酸フラク‘ンコンに含まれ

る 132 在（口）はア｝レざナカラムに約"18,I。ポ咽羞し，カラムを湿頭で洗珠後／32Te から生

成する 132 工を o.o I 規定アンモニアを用いて濱釘艇する菌切ミルキン久収辛 1 -;t 37·/. で

あろ訳， 0 ． 3 成定温酸フラク‘ンコン中に含まれるぽ2 花（田）をア lレミナカラムに通し

た呼には約 60°/。ポカラムを通過し） D屁着ざれた 132Te から o.o I 規定アンモニアを国

いて藩態される 1n I のミ 1レキン 7·‘ 収率 1ま 63 ·/.にすさない。また 0. 3 規定湿酸フヲ

7 ションは多量の不純物 9 5"Nb, 1•?> Ru を含んでいること，および 132Te の収率も少｀い

ことからt32 [ (J)ジェネレータ製造 1 ：：は 0 、 3 規定場酸フラクシっンは適当ではなく

0．おま兒定塩酸フラクションのみを使用するごと＞した。

l32Te のアルミナカラムよリ 132 I をミルキン 7·· する際の収幸についてはア 1レさナ

カラムに 132Te（可）を吸るする時fJ)渇酸濃度を変化した場合，ぁ~ LI I~ 0．りら翠定塩酸

を長時間放置後に 132Te を喰羞した場合について検訂 L た結果~＇とくに窄化が認め

られな力＼った。 一方：：：となる会社のアルミナを使用した渇合には大きな差別認

められ豆／。から 5？，んに低下すろ例があった． 交援

皿，まとめ 以上の実験の結果からJ F P をイオン＾分箭する場合には 132Te(1V) の

収率を増ねするためにも，また製品中の 103 Ru,~"Nbなどの不純物登をよリ少くする

ためにも） 0.2 規定塩酸落液銅裂後たジちに分難を行う必要水ある。 ジェネレ

ータの製造にあたって 1まアルミナに吸羞ざれた不純物を完分没疎すつ必吾ホ、ある．
ジェネレータからのミルキンク••収率は長期明にわたって一定であリ 132 I について

87•/0, ?”たについて 77P/。であった．

文献

1) 久保田，中村，天野 ，沖 /2回放肘化挙討論会靖演要旨菓（I163) P. 110 
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C-1牛製造用収N9- 午`、 •I t吋令討
2A23 

原研 〇畑（進太郎｀、四方英冶．か］暉1埠．天野怒

工 まえ択き．絃反応、必N(n, p)も：より 14C を足翠的力‘→大董 1-= 生産すぅ渇合ぽ
）司するグーゲ｀・'I 卜 11 女の卑件を灌迄ろ七のて＇百·1..,. L}'\ I ず芍う;a-.'\。 7)望素令量が大

き、，こと．ユ）製に洛定百：：と． 3) 77社~の太き石原手tf中注手て照的する喝令I：：廿

1;tJ放印線、：：宅足.,.す::.'C. II,)照豹炎«en l司収ヵ＼容喝てある：：と． 5）畠'1 ぶする Rl ヵ＼ゥ·
｀＇：：と。 1), 2) を涵足するもの 1：：金属望化物があ＇）．現在℃を主産 I --(、 1 るマナ

リカ--t''1°1'翌たべ') 1)'ラム Be3N2 を， カナダ． ィキ＇‘'）;z "("11 望イにマ，レミニ｀ラム Aハ／

をィ吏哨 I て、，ろ． Be心，-::,1 "{の取扱い上べ＇）＇）ウム n 毒町向題がある。 — 
こぜ11 AjN を勺ーゲ‘ヅ\- l'.:. I てくま弔ずる：：~'L I. 薪述の 3) と 4) の条（午 I:, -,、 9 て

校字「,~結果を窯宕する。 3) について 1"Al n•K戸内照9和より梵生 I た気砕<l'l I司

足と定量古こび｀•四祐後の AlN n 品位が戻ィt.11)削定を行プマっZ,:. L;.)，←つ"て Ii章乞

式色｀•K尭法，てiる分顕条件を検的I ~. A..ftl起令末．舷許ほ·よび娃娃念定脊 l ター午＇・'I ¥ｭ

を燃逹国＝より処理． l. ~.il l >t’i-1-\ n 喝合の令緋条件叶百果を比蚊絞釣 1 た。奨脊l

成寸多ター午｀｀ットば 原手げ照的および｀•イヒ学処理ヵゞ蛉末す I, t宅全澤実勺豆咋I
浜セ＼、ある。

1 . 実玲
I. ターゲット， カーポ ⇒ ンケ｀ム社製 n 条令末AJN をイ吏）弔 l た． 令紐気イ本の令

和~に 1する茉マンヂ，レ 1：：：頁空釈入 1 ｀イとりャ島合 1-::11 マ~）レミニ｀ラムカテセ）レ 1-:: ヘ 1} ヤ・

ムと虹XI たtのを弦的！た。碇和911/3 の A馴玲棗：：： o.:2 ~の A錢蹂を加之て良く

混合 l た後約 3f,/如ュの圧力て＇が出 I た。毀結錠斉’lIす：： n 緩和I~ N2 気氣中／0/)9 。こて｀’

30令岳 l て詞裂 1 を，

之． 照的 照紅mJRR-2 居、手・K和哩直戻叡Lで行な，、．慧ャ捏キ吏 Iす 0.7~3 X 
/0 ぼ巧／必？厄c, g烹豹峙南l了／る6~Iユれ0咤南てあった。中庄手未 Iれ、百自1試料ととをに照

的 I たコ 9｀・，レトペレ・ツ1-中がを。 の生応atャヽら求めた．

3 令華気イ本のt刺定．石菜マン 7•)レ 1 ：：：夏＇望芍入 1 て照的 I そ AJiv 蛉本をそのす
寸岩穫既知の頁空柔,-::入憚年椒乍：：よ’Jアンデ Iレを：：：：ゎ！．その峙の系の員正
iri J::_辛IJ'ら気併り癸生董を求めた。気哨3 1司足」ず力｀•T， 7 ロ-=z }- 7'・ラ 7ィーにより行

勺→在．

#. 旦更的祐使/J) AJN 品位,, ~糾｀足．JIS-GI逗の督素令析法）己直••て行令-,を.

5. 屹令縫条ィ午の検発言寸 “N 言式糾2 石咤：丈然迂管泊 1：：入. L!-l. 0ュ気iえ中ク砂～ ／／0ク℃
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て 0．夕～牛時 l旬逹逹そ亡てi~coュを避結そ亡 ：：：ヽl しを 0．凶N松OHi蓉夜 1:: キ南祟 I た。つで｀．

這稟良：： B這違包這知 m 之て Baをo3 かだ蘇そ亡 ろ過．i碍鼓燥ぁ• ↓咽

音を行 73 ，た。 1“零的韮てそきの池OH麟の一老註と? -c 7這知疇シン4 レ
ーター 1：：港が！．凌体ジン千レーションカランダー 1-:: tり直ll 定t t::. 

皿程澤と考族

1. ?1 vfか｀・ユメIO/9-圧2 まて●｀の 3."1条件で91 A.1N n 令醗気体の発生 110.2ユ～ 0. 径

疇 A.RN であ，た。気ィぶ1N2 て＂あることが確認そ Uした、
烹豹ヵアセ 1叫約¢o 伶／如2 n 内圧）ご配えるものであ /.0

リ この経走If) 1注心、和．紅：弓んち支P章をそをさを｀＇

乙考乏られる。照釦前後の A?N の品ィ立、::. 1r有意、の差心

認めら収をヵヽ，た。行土、そら 1 ：：が＾t (I')たそ存‘t五心

蛭叩MT邸稼勤 1 た使行令う．

2. 石の＼乱：： x咲缶麟がAかl に含ま吠る疾素べ這

,-:;.およ 1手廿が穿こ示した。下の表にJす勺一分｀ヅトの形，

状ょょひ｀茫逹峙I司と’ュe,’“c の収季の＼氾係を示した．表
0.5 

の＇℃の1/足卑ぱも図の I02rc ｝：：ち、，て AJN ヵヽ 5 註出そ・収

る衆長を表吋る劉谷て｀ 寸を℃心亭荘「平芦せ炉
9こ承召するものてある。於末 A.IN n喝今 1-::.9む／心夕゜C --i 4 乗
蒔1叩巴焼を行之＼訂幻らの高収卑て｀与定して℃を l亘吹て'·量

(%) 
きた。庭剤の場合1::. 9 ゴ 1司 l｀會余イ牛て・ 114如卑が建1， 1一低下

するセゞ宅足！ている。迄緒晏I て‘ば、迂経 l r5 `、ものよ
too 100(J l.200 

ゼざ浅醤我：（°C)
りも改争逗千さくプ丁って、ヽる· :::.tl¥ 1 -J逹結処理ヤ：：

紅型呑l と 1 てガl1 之 ~A..R蛉末が窒ィヒそ ul て、，るをわ乙考ー一也＇岐濱讀澤素竜のI割系
えらil l る。し力‘l ::.(l ·t易合 1-:.11

収幸ャ＼｀・字呈（を、ヽ 。 3 ̀  

乾式照迂i去11操作ヵ＼遠渇て高tヒ

放釦貪に先を令離するの 1こ適 I

て，、ろ．錠剃に成形 1 をクーゲ

ットを使甫す ll l,1’9 ::. ul 写の令｀）

美をそらに有効！項 l 弔てきる。
今後筵布1戒形．｀ぽ組知改良
高純衆qi A必v t:記中牌子東．、［ヤ

1-:. よる実兼呵どを涯I↑っ予足で
ある。

“N クーゲット n 彩杖および＇況を::tf:,3寺1旬~'t,'を
衣率の濁f系 (/tJユ roe)

AlN形杖｀ 也 •`X愛峙 I釘 (hd /2Cり如率（％） f“c牧卑（％）

o.t 7t.8 士と． 8 ク2.“=4.7 

効ヽ末 .2. 0 H.LI-士 3.7 7『.2 士 18.2

#. o 82.1+:r:.2.5' %“L 士f./..'T

o. s- 5.2 .7 士＃．＃ 33.?:t.2.9 

錠剤 ユ． o タi3 :t. 3. 2 4夕 6 :r.:z. I 

Ll-.0 b3. 3:t.4-.6 63fつ： 3． b

0. 5 ~ 3.%:t.8'.6 f, 0.2 土／4.N

透栢歴豆呑I 2.0 #6.、土63 72. ？士 2//.3 l 
L/-.0 ク9. .2
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2A24 窪？んの諏製

（寮研）石森富太評． o 吾勝永子

万ー）レアウトに含まれるお防化を定量す刃案，以首 lま放射栓；トレーサーとし
て 238pt.l.が町いられていたC し力、し） 23gpu..を勤が戻として m ぃた人二術星
g/\1月 P-?A ヵ；＇燃えて力、らのぢぱ，2. 3尻も当然， 7ォー 1レアウト中に見拭わ礼
3 ようにな・った＆ 輝攻 l 239?iしぁ. J:が 238み疋量用吋放射4年レーサー叩）閉
登成 I必学となった◇

23I,.厄畔麟J.3!; 年， 23r, 23↑f“と 1す容易！逗別て｀｀ぎ 3 ぺ楳を「c•• しミつ

目的に適す; ~て.. ，海斗て．．上記トレーサーとして用 l9 られ 17 「あた。 丘紅
芳遺 E 考え， これ E 詞器し；紅すべ．g令の王得たのず，毎．年・試用 I可共 l て，f

気 本戟に 17:'芝の諏翡去 2 略連戸。
［原理］ 従来 ll ，呪， 235汀などのターチ｀、ットと如遣苔電粒子召恥討して，

っくられている。今罰汲呵採型加迅忍 LINA c.. 2 用い Z 発生ざせた~.2.oMeV
砲子と｀・ームと白合コン Iヽ．．ーダーにあて、制勤放計浅坦·寸せ r追ェネ）し乎"-紅
によ→て下記のようにして 23伍？んこ得る二とと企てた。
呵Vp (r,n) 23‘Nァ上”‘及

［ターケ．．ヽ•ノ~] 叙茫物痘と！た”グ“ゥ 1こば， 不徒物と！て 231f々, 2 ク／A,,.._ ゥ冷主
中｀て \1 た． ：つうち： とくに 23?pにぽ目的っ主放物 23ヽ？“可司位f釘｀、あり，照鉗役の
哨青製ずf全くごとガ：組まなし1, L たポって， ”＂N戸ばあら1J、じめ塩藪呆 lこおける
応オン交均知浮精姜で行t1, AIp oュとiた。 豹 8 吋‘,-VP Oz 王石妾苧 l ：吉．f入して
ターケ．．．．ノトとし E 。

電手ヒ｀＇ームの長島ェえ IL/ぎー 20 出T とi...て，電染 20/AA ピ 8 吋問あるい
ぽ 4oy A て．． /0 吋向心釦••L,屈C. <T)運単が行われたとき l：：，白金コンパ｀—
ターカ、ら莞生 '3 約 10‘ 弘；んの制勤放軒臼新し巳 ：：の僚，主厚反応• I了

匂ル (r,?) 叫¢ 戸ぴ 2う匁 (r, f)

がある。
照射終了後，・約40 疇，クーゲ．？卜こ；令1f I てから和~で化学分蒋す 3 。
（化差分冑］ 疇在尻直疇Iてか l 'F-. "'ち塩化物に変える。！這

醸冬友とし，アズコ 1レビン酸と、加え<. I ネ 7゜ッニウムこ咋（ IV),~逗えす 3c 謬
年度翁し， 6 H 碓酸溶液とするつ この陳，溶液中＾ネフ゜ッ＝ウム，フ"IV)- ニウム
ば！す状態．て•あ 3 。 した1J;•って，落滋註lJ ou.,€:,l.- 1 カラムに過すと，附 P“ ばよ

〈唆着がh.'多く→桔今製生鮫物・ウラン． 23％刃虹訂菫 233r1 衣ら分笥 a れ
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る。 ざらに， 6M 硝諮をカラム 1 ：：；克しJ 9夕互砂が落出滋：に見出されなくな
.,たことと確めてから， 和l 濃吐域さ凌す。 つ＇｀て.. ,2M 塩酸-o.f "1叫I落
或 I: よ.,てフ’ル＇卜＝ウムt 1!l状態として喀炉る。 ；3% がカラムに特ってい
3 E め， 299P̂ f)；席Iこ生餃＼てff ;, 1};ｷ, ：：つ条f斗 r..1ま 233厄,~よく吸着され， 7゜ ,v
卜;:;.ウムっラクシ 3 ンt汚染す 3 二とばなt1 。 最径に I 11 塩湧足て••ロ7hj., E ；客育
田牧する．

得られ~7り叶＝ウム 7 ヲクシヲンと墳瘤しノ牙］の1)ooex- 1 カぅムを用,,て
逗渭経さくり立す。 生餃物 lコ2.?7め狂実J:..含まない。

［紐物］ 崇とに含か;/L 3 全·d.杖射能．屯約 lo4 今れて••あった。 また，“
設誼分析の m, 5．，凡V の”"pl.{,：：約釦 3 ビーク久••著 L く，一方， 4.i
叩"') 29%l戎璃］ T うヒ° -1, 5.If応Vが叩遠記 3 tー-.'J lな認められ
存 9、 -,r~..' た，（ r,n) 反応にもとすく中社みにかて 297M (”, r)39ルら
反応ぶ｀お：：リ 23f?“'口応 3 可埠ぷ考えられl f：：も久、わらす．．，仄緑ス 4゜ク
ト 1し叶分、 b ぱ， rことえ含まれても殺青Iご 1 f!j,,二とガ；硝らかとな.,た o

r裟嬬分析のえ只，ベッケ'J’・ラウンド・からとが）て．．、キ 3 放射応辺ぶされケ

，，，‘`た。
［考寮］ 康品中 1:: 239似， Z3りMpさ検出て｀｀きな，‘"lて＂， クーダット物炉峯

詞製，お K が熙射後のヴ砂とっ介帝 Iな弁・報渇f乍f克があ a ， 荏化学
祠曾と L て l°t'宍量叫しの汚染 l二主意さ字す 3 切，卜し一すー1fJ Iご 11 充令な
純定さも・つ。

科反つ枝反応•がま 23%( パれ） の訊物つう 5, ー祁だft IJ、.. iユ Ar-29%
F な 3 ：：と， さら 1:. 236めっ壊い泉＾約1/2.,が”‘f“’：：な 3 =と，ヵ澤l知て•あり，
決 L 't牧辛→良，｀i睛ほ mTな,,が，一向粒弁れ＾偉要I_かな，、トレーサー用に
）ゴ充令定用とな 3 梵去ど考える。
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照的醸他トリウムの疇複分解
2A25 

原祈 毛勝常勲

国的〕 酸化卜 I) ウムは，溢迂麟遠；中で｀力0報すると庶醸トリウム塩：：かわ S 。
しかし同t訟っ溶解度が‘,l I ざ＼ lr＝め， その大部分は充殿ヒなる。 ミのネ差／料葬を利用
可れ 1ざ｀，中社斗照的 l 1-::.酷紀トリウムに含歪れる歪LJ tJヽ｀哉滋こにヒ 1"棧るであろ
う：：とヵゞ予想されt：：：ので諄淑した。

（酸化トリウ伍複分解） 鹸紀1-リウム 1.:.a.に， C 叩這ュ o ふ lnoえ，
還榮汲令去p嗜っ ?7 ラスコ内で｀tfo熙して複分解を試＇み在。 このt易合ウラン（万）イ団と
してぅ陪It出させるt=-めに，迪認四に極た口％令ナt!:.Tこ。釘た， ：：：か 1：：：仁つて連純
的な泡が全 L`' 突迎防止ビ連純境，m：：：栢効であっ r二。

：：：の方法で'q o oー C, l 20  0°己で如締 l r遺認1--リウ団 E4~6疇畔E
して複分解させた。 しかし］f"/ 00°c で投紅 LT：：：照的酸化1--リウムの複I7J紐嘩
難であっ瓦 l r::.n\’' つて試料をメ）＂鵡に散炒叱し）過鈎むk舌 4 l和 o.0 $"" 
M にな 3 ぶうに 7 ツ饂K告酸を加え約 \0 時闇no 照して複分解刃る：：：ヒヵ＼‘できt：：：゜
巧知牛しな弓曾っ照妬拭記促埋に中適、当であい力ゞ， 1 を程度↑試料災函泊
用で｀きJ.

(~B LJ"')行勤〕 照柘臨侶トリウムC7)り口熟複分解俊
7 うスコの令呑 2分躇匿昔衷振ヒうした。つぎ‘1：：右

記ように，喀液I ヒ光殿 I 疇喜 L, ぅ這1~
さらに熙水で超晋波処理L, 塊表l[豆紺疑I を得匡。
俎齢‘l：：令封れ釘33uを陰イオン交換で‘単葛 l t二。
箪葛復のう危虹呵）トリウ A を足亀 l f=:。＇tの釉果
を知恥：：：元 1. 照約酸仏トリウムに合手わげ率LJ
の゜、 0し％ヵ鵠睛工，1[し：：；跨存＼て＼） 3 ：：~,ぉ戸が
トリサムの会勺 r o ％か:\1た晨足 1I ヒ l て碍らわる：：ヒが、‘
わがる。

さら l戎麟I, 1I.~令併 l 卜 1) 'YI.-オクがしホ
スフィンオキシド'(TO P o)な示＼か遠液）袖代、
去で｀ウランを雌製，肖，葛 L，紫盟か今q 3 ％をヒリ
出布：：セヵぐでき r= 。
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疏酸袴分解シ云

照粕酸Ar.い）う, • 

6 M 比＄04
~%出〇2
o.o ~M HF 

加熟 10 科
超昔環処埋

巨



ぽ臨〕 『、雑祠認トリウ年っ
庶酸猿分解にギってえられ Es鬼

し

浚，ぉ戸嘩のシ認5炎l：：：：） トリウ
知 20 %, ⇒ぅ LI q呼％瓜｀

と 1T 出る：：セが‘明らかとなっ在。

（かし為邁媛荘（た酸逸叶リウ
ムヘ複I叶解l=Iが存因問賤点も我‘
しか‘る。

照射酸化トリウ A ？彗扮預ら誌果

3落染L ら泥殺 I

溌液正 疇lI.

祁（％） '2. I l 6. 9 8 I. o 

F.Fs．の r-
5"6.S [ q.q 

訊瞑） 1-6.0 

匹LI(%) 8 5. 5 | I 3. 4- • I.I~ 
S%ToPO 神迅q3% A文芸 I 
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Y ターケ｀ラトより 99みの魚担体今歎
2A26 サイクロトワンターゲ ‘7 卜より莱担伶 R＼の撃澤（iv-)

置甜）。茄記鵡~ },島村足

麟：サイクワトロンによ 3 RI 製邊の碕究の／獲詮し乙，多耗峰トレーザ／と
し這町邊yと知（oL 2心忍這疇·じ復紺をし放知化る的娩知｀窃扱碍オ 3
こと？疇とず 3 。従束／このような恥叩2 めの分娠松と L -z.、イガン玄狭祖
翫いぁ 3 いは麟げ疇があるが］イかれも分楓：尋伶釦輌いをし繹窪
依 l覆笥汀 Yの初炉担尼ずる紅｀かれがあ'|遣多と考えク出る、ネ研究i'低支豆
鱈疇純のク吸骸として身澤和劣グ歎核t考簾し移：討した絡菜、ノ担恥応＇滋逗
すバぎ益如c魯的蛉戸恥哀考ょくク痰可るシンガ‘t｀ぎJ:;_,のい、以下)'.:.李且各りる
。だ炭恥以姥慕：饂虔応しがら戌tトレーサ----~ (て 1あ鳳初広ク
煎¢這紅しや。まず 2% TO po ーキレレン一 H辺糸における分釦砕麟）乞
した．分夜漏砧\'.'..それが‘’l{l l, -2,生 b, l1 101 12 り麟忍苑もと），あ
うがしグ），記摩 l た 9羞ゎトレーサ- ~ L---z../ lL愚加え-r, 5叫tし／ 2 %TOP0 -

キレぃ虞i免5~ を加と1., --鱈戸ーガ- i;·（よげ（＜ふ＇）よも「這；；瑶＜倍雹
L, 遺1)'う一乞愛づ｀ヽとつ：疇知亨
L 分釦謬(D) を危＇めた。ーガイ、フトyタム

4 

厄？I.,) 1..［紐虜のサ 1 クロトロンt'慧r(4知）
的疇麟t晏瑾し「9Yをトレーサ__として
｛鱈 L ， 同じ＇斎冷ゆ＇ク叔桟滋 (D) を I平め紅も
翠ジ）レフクゥムは /OM の癌級終麟、も‘翼と。

/,3 X IO裕元し／イフトリタムの羞合ぽ 3 ;,({03: ゜
さ土 l f2, P 低t図l. Iこ名す，y‘人シ0)姥累が 2

うこの約鱈も‘⑳イガ‘ノのク知が疇這る ー 2.
ことが‘わが？た．立た， ジ IVつシクムを構級

加‘邊節出ずる知‘私をいわし＇ゎ絞祐した結
怠 5 %レ？燻ガ／グがふり 3 也弓立 I 乙 -4 

ょ I) ！④叩馴い舒芦礼広‘がJ“`
2 4 6 8 10 12 

さるこし b‘..opゥ 4‘［りな？た、ま瓦 /OM の痴

絨i名応‘クジ）Vづクりムを祁ありるさい， 回 1. Zr とy "l分面己
賃0 ]癒を笈化し 1愛入和也著いい臼
の子OPO とジ lレつシジムシ0\ :f:, Iレ幻畔した．その、姥慕ジ）レつシウムの最犬
加虔肴t喝 3 紅ぅV'-は丁o po の急"iJ: =<, \レi患い｀心ジ 1レつシウム 1)っ夕よし 4以上を添

2
 ゜

/ 

Zr 。/

0-0__。
／゜／

y
 •`—• 。 ・ ー・ ・

M
 
HCT. 
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加す 31t尻があることが、ネされた。

ターゲ、7 卜として 99, 9 砂の弧化イ、J卜＇）
9 ム 100平 /0乃(J) J I(/ ミニウム lよくに乞み

/ ？ K 辱鱈移のタ---ヶ’・ット禾 1(/ ダ'/ I こと

りつげ，叩釦叫0mサイクロト〇ンt'‘1 15 

疇肉む易戸翫の？）V ミク麟ぽ＜の
与を@L -z.竺氣和‘`30/i疇紺した，t."---
ム芍i丸l]2バの秋汀あ？ f::;.U ターケ＇ 7，（相
17 卜は /OM tJ'J怠紬底准 /0砒り疇し乍 9羞
録し1 ，グ忍翁if l~矛多しJ 2 ｼ -r呼0--- キ砂‘/
知夜/0成をヵ旦（ク叩げ l !._今＇）かど'r::.
.~秒知び‘)V2 シウム叩鯰i 0這ゎ
芯.,97'填急‘か埼澤靡細多さボる0)が I~)

⑤“`釘＂ある．麟釦 [OM疇級
吸応疇 L t叙をのイ•Jトリyムを靡 I
厄の 9 、 5'幻シ疇幻凸加え-r_ I 釘匂
J... I) より•t吃Y をク閂廂這徊出した，分旅）あ
たい、に矛 9. 忍のフラクジう｀ノ Iクつい
て虞スペクト）V ふ｀炉ぴ豹成即を
的0 4 又｀／矛 Iし／i足勢今府易ぷ·ふび｀シ
ング｀） V ケイプ矛 IU 井戸拶 ‘u アケレ__ 
▽っー／ガウ｀ノダー1.,●9随＇）多した絡菜

図叫 1'9 ，1ヽりように加 Y も和スペ
クト）レ）＇，棗し／峯戒即［ポ 7g，釦紛
直心の文叙‘1患に→立した。ま厄
この安痰シふ‘い1_ I 島(-;:約 0,1 呪a
昂逐さが，邸腹尋（よ籾幻＂あ九
分漁翁疇げ応＇杓釘｀＇がた
。））ね砂べたよう)~,菌叩¢，か

つ逸品 Iつまり繹疇釦 l'紅 1
べき純沿‘t..9fを抵移伶て‘窃茄ず 3
こじが＇がきf;-,

（もら）

H c.｣ I こ芸岱

ターゲJト
l 

I-)O M 
! •- 2% 丁o poーヤン砂
I 

才田広 (1 国）

表 I.

嵐厄’泥シf
『

水相

疇：り
応祖

「 5応噂
迩匹ヰ
, I I 

水栢 芍叙i函

31 
ZY 

分楕江シ云

一
F

,

4

ｷ

 

0

0

 
0.51 1 0806 

IO3 
w

安
3 1.nMlV 

/rf 

/0 

、
’̀
 

80 120 

伍ンがレ’

892yの Y線又＾°クトツ

40 /60 .2.00 

図エ，
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2A27 放船生幻ズ｀｀中が存を物について

青皐辻射荷。柑“羞尚紐9ff角灼竹廉 A`

U) 漱船距べJ波紆怯アンチモ辺の雌ll放和化界の分か吃柔か鴻で
省 So｀明者tイオン這 l吐疏釦かわ久遺的9 印氏朝入し戸s~
年0Ce.s心d unttノ 5" 屯ヽヽ叫，ャ4d i oche旧．胚吟＞ ?? z）のイオン
知細涌 (Dow-e.,ic— I 、icL型）に対す 3 笈が丘レ 5べた珪果，ヽ？ I(/％滉 0 -tの
(.,t数比）がどぅしても啄着かれ方かった， a に 1t磁滋アンケ毛…注昆釦.::.ょ
る凶揖史し， Sb祖沫く伝虻料1:.9和9p，程 h化粁9分油沈工行い，，希（{k立らとし
し合維1. t~ ~。紅I二つヽヽて，，吸虹知らぷ lげ国かg s こ口 a たレ 9ヽ
めi ~ともにそり茎滋釦痕麦しfe..
（二9) aヱ原＂冨ュ紐~.3 MHlt苓丸とし，肛這知と社恥入こ分椅＇＂s)I,,-,.:料
洛mo呵:``l-l) とした 0 これ,, I, o~2..OHH C.し亥：汲'a.DoWex -I カラ 4
(l&x30”` m ん）0＂"esk)2 ゑ．逼3 -ct. (9 叫／瓢,'.t) ~ t.::. ろ，， 99̂  10`”‘ 予星
慮I雇這l::,. よう計如心心した。また／巧た平り0~/.9印位敵釦紐迩
柱にしサ戸（ユ丸したヒ臼ろ， 9 ヽ、0~,7. ()％達ぇ1,,I lぇとんど‘,q＃れなか
った。曇在今心ァヲクi., a べ·ょでJかsLIこつヽヽて，夫々 s炉控体漆/12 I 
虹注'2h*5ぷら況餃さつく 9 計数，，い試がっくった．
（b)：上記心g‘―1 浅我[:. 3b重祖が和、がMH虹埠S 法で..$..s.,sma:

泌 co"cHCL （へL) で濱軒，嶽湯忙代和し11, 銀湊漬し20`l)本加， Hぶ這l＝より
鼻注S3 丸殿｀切した． こ，， Sもa｀洩：蒋衿，なキ巣1:. L "t. ~b.s, ~心a 再生し了＝・
＜吹0ゞ3.-1 洟が 1HHan在としたもり 5叫l=S... 9弓年不加後I /.s,れ／みSclll
冶蒙L が未加し 1:.• ~＾没決ェイy 7ヤこ’'レエーデ 9以へl) とタケm 扱邊ン
”`こtlダ＇滋が L て今枷し／ ’k樟 l=5戸祖f平5条加ii位s.!~ -r'燐ふ光駁t
該‘叩り紐灘、 L95 競か知吐直‘した．
（ル）：ン社 (4)(.b)(C） ＂化和分紐紐で得5れた忘ふ況穀1二つパ I が玖滋、
如紐）1.藩l足.I-~く一敷し E9j，，虹紐ゲが虹•すかっ ra心
らグ m 嬬知l虚I~ L ーザレ"k.か,c;: L て＂3s、欣杖野中 1= Iでb ヽ＂オ目各ヵ
丑食~""t \13:::. 'e "t.,噴占 3 こりたで0た．
賃）本 l(3→tべ秤 It Ne"C... ,ム4NKし(. c。 ?em応（糸）社叫のもので＇／

麦旦日寺([q 69 年 6 月）がら和 6ヶ月こ往避和lt井I()ゎ（咄が屁入＊中かつ

た。 こ＾こと1凡料咳が‘リに約 l % I)唸げ参入レても ’”sヘワふq-L,fe か 5
祗 L 可冷汎であ＄。収11" 1:. 渭ヽ、アりび·‘t心 9e tし＝っき．，唸:;., t.“公、か豆鼠
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絹ク紐kt、、もの＂同ヽ＼たため， IZ硲s”(”`r)“°れ十る 1でb "足応 Iこ
よ 9]吋b ヽりす丸‘!)'が昆入してぎたと誉i.,.--~ +-... ~。
（が•一咋年入予したr卜 oceS9 で4 叩t，，かか(【f9C99)tこついてば，困Sb

の子急そ物か見公口元カ')71c.、ヘク）田り拉玲にかんか“み尤紅庄がか
こ浪化物f)疹．殿癸iIt..りが11 放和忙アンナそンメ‘5分紐して樟楳
す 3 オ］ヽヽ磁立,;, ~ z.[tf.'-石門題、ても 3 ¢考え尼現在，蹂4
ォッむ紐(IJ嗅茎喧） ＜ガコ3 A—bed しゅe.-e炉心-r. I刊｀’て切向
匙こ桧甘和＂ち 3 。
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2A28 

採核唇 ‘‘3 ふ及が先s ふら0)“ば．及が｀ I”函冨ミfレやン 7'

遠する研究― M、”沢”←!)v*

0 有野唸文， H 、 H 、 Kr“'er
Ster/i心｝砂t如叫？乙叫I)”‘•9れら砂匂•

匹紐如終ぽ疇平こお、、這序走業，衣育へり災用に凡ヽて、知
てを彰なことぶ認議されてきて、、る， 3疇h→ve久·心io11a/ 与必r;~I) は．
ア、'I.,ミナプうムにより?;"{。し967h)-”Te`oh)/ 6t牛ぷi.10J)- ~知紅滋’”>,
/3勺応？『h ）-“2I 叩h)苓にお 11 謬和公開パ紐を分維する）司｛紅各生翠呵？
た。ゴくシの団碍忍生盛虚宛り放府）咋l i幻胚J凩／村吐学印に和戸 11J
凩日著（くほ迫 1 也[ 3 に。
繹｝籾'i"t/)"の沼ガa.K K もな、ヽ．放射能km- J孜炉寺友が必翠とな
っている．しかしながら．ういた k於 II 5 労杖，這，，珈吃芥におり 3放柑紅舟
[ 3 孜育 1伐麟 k 托ヽ｀ぐ矛しく利限i k て、ヽる．と，，主象疇因のひ←っ1- l 
岱i史 K放射·注扉記入手て•さグ，、こと»考ぇられる。従フ乙わ心如1 折
如ラi~ンス／鉦号＂辺蔽材りJ琢 k a ず長期）月にわたy比訪び即忍 I
幻訊雙印碍られる I}、輝紅叫終心—Hi,lt、西匹戸可tと行
った。史に出、、J凸心這吊す 5 実験11) ヤコラム (3) 叫．叩祝が定なわ K と。
訂鐸 lま この追と｛て、,iJS¥, (. //S d.,)-“；；ムくI In)_.,,.）ダ心が/~な、 3oy)-'`
(2.6”)“)のふiie五t()r k 巧 3 之営グ誼ながミ Iレヤングくついて迂べ‘ら K 3 て.. 
あろう．

唸"― “3L......矛にお・、て、 IIユ＄べ（的 o/。四叫eJ) b‘•母｝ ·lゲ”"“れた。（凡1 y)々
え• 2•• 生じた “3 ふ履虹；！：］知 ·,••3ごべ虔亥し，．；Jk” ば 3 13 keV のガンマー緑を放
主（て井放紺注 II3五に渡・支 T 3 ．痙射コれた鈍び｝象 HC/ i<落閉ぅk...シ 1) げJV
k 加えシ八た． s”(『)をふ (W）べ祓屯すJため？易色があらわれ 3 まて更f水が加
えら K た。

更に水が｀和四 K He. l 汲度 11 0. I/-心訓恥 k た。スラj - l 'J:.勾 l 吟）り約一
ゅ゜C K加登された後一虹釈g i k に。う・リカグ Iピiむ｝遥され， 0.0 引,"I HC/ 
直滋さ k た．シ＇）ガゲJンが記対する吸ぷ客昔ば．勾わ心？ふ／ 1 シ 1 1Jゲ IV て｀＇
あ），吸和綬？？？］．”;;>た。放肘り衡 1-:: よ') i/3J,.,..”のう靖ばとが叫 I 叩呻r
叫 5我;;囁， 1／3K... /~ ; ;, r: •/::; 己I t`・国吹; ;た·, i/3み... 9)晶了は
＞か／。 1いあリ 'IJふが‘)ご溶淀也の在らf .1.々 つ 9. 902 汐て••あ）た。落甜お，｝まiざ一斉
全の）乏 l月（幻/~}~の喀滋）も凌とがなく．甜祖トレーナー戻荻心象な“JI几m;
放財角ヒか‘溝ら K に。
咬s -'3払．f．において／辺検種 Inム 11捩グ蟄ゑこt1’いられる．呪SIさべ'-ク凜
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変にり宝しな'), 1]7記5 6 6 2kev のガンマー媒と放紺iて非放廂｝炉釦と
なる．遥去におヽ1 1.'”虹庭苓心序磁ジルコーク＾‘17) が）ブデン疎ァンモ;;::.ク
ム (,r) 7 エロシアン年、ソケ Iレ<1) ふ虹応吊、、てi乍られ 1 3 た。われわh.11長·
恥恥わたJ ?a ぃ＇宝丑碕いいため，コノ勺／心） 7 ェロシアン譲 7 1‘ク＾し
筋j i_ Iが B i o 必J. Kc.F-1 i- 1 てみずか中i凋て99 3 る）べ I M C“SO仏ー 0.I M 
けc..J噂jJr2 され、~? 3 o 分り、熱ぅれた． 1早られ忍、認 11 も知祠： 2 k 知
このようべ I t)'各られた吸え和 l37cs と含むO. I ~ H e.,/が加えうrt-f o—I匹゜c
に芦ヽ1 1 30 分加熟江，その後！冴）月宦滋で放晋された。初とを含む吸ぷ和
叫·ae.”eratp r ¢疇ぅ八 0、呼M .1-f cl てヽ詞 5k た。汝羞条音i子、 •ヽ70、 5}
羹1 て••あ？吸力辛 l1 ?1 o/• 以J::;.て'•あフた。 IJ7紅iユ S幻の O呼M HcI -Q? 
1· 如／和 1弓 19.a切這叔3 k 知I)78謬応「の先s fば 0、 01 沙t'•あった。
J37試｀の落詰井｝む子 2 手）肌辻いi （わ／ダ喝が冬M:)'I':.た、ヽて裟化を氾められレつるヽ
った。
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